


わ
く
わ
く
広
場
は
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
就
学
前
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の
保

護
者
の
方
を
対
象
に
、
子
育
て
の
仲
間
づ
く
り
や
情
報
交
換
を
行
う
場
と
し

て
、
育
児
教
室
、
乳
幼
児
相
談
の
日
程
に
あ
わ
せ
開
催
し
て
い
ま
す
。

親
子
で
わ
く
わ
く
、
お
子
さ
ん
同
士
で
わ
く
わ
く
、
親
同
士
で
わ
く
わ
く
、

子
ど
も
さ
ん
だ
け
で
な
く
、
保
護
者
の
み
な
さ
ん
の
憩
い
の
場
で
も
あ
る
わ

く
わ
く
広
場
で
す
。

お
子
さ
ん
の
心
身
の
健
康
な
発
達
を
促
す
た
め
の
、
教
室
や
相
談
と
一
緒

に
ご
参
加
く
だ
さ
い
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
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わ
く
わ
く

わ
く
わ
く
広
場 
わ
く
わ
く
広
場 
わ
く
わ
く
広
場 

育
児
教
室 

子育ての話をしているうちに
おもわず爆笑！
話題は明るい会話のようです。 蛬

▲おかあさん、だぁいすき！
大きくなったら
いっしょにお買い物に行こうね。

▲あのね、あのね、何をお絵かきしようかな？

蜷
ん
・
・
・
？

マ
ル
（
○
）
が
か
け
る
か
な
？

蜷
「
や
っ
た
〜
！
」

見
て
お
か
あ
さ
ん
、
マ
ル
（
○
）
上
手
に
か
け
る

よ
う
に
な
っ
た
よ
。蛯
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▲おとうさんとおかあさん、ぼくと三人の
共同たこづくり。
大空に羽ばたく凧をつくるよ！

▲保健師さんによる体重測定
「大きくなってるかな？」
測定器には、子どもたちの大好
きな“アンパンマン”や“ピカ
チュウ”がついてるよ。

▲ぼくのたこは、ウルトラマン？たこ。
「シュワッチ！」

▲あれれ…？わたしのたこ
どこにいったのかな？

18年4月からのわくわく広場予定表 18年4月からのわくわく広場予定表 18年4月からのわくわく広場予定表 
４月からは、つぎのような行事を計画しています。 

《節分お面や凧など、季節ごとの工作遊び》 ♪親子でレッツ工作♪ 

《「子どもの救急手当」など》 

＊保健師・看護師が楽しく、やさしくアドバイスします、お気軽にご相談、ご参加ください。 

●対象年齢 
●回　　数 
●日　　時 
 
 
●場　　所 
 
 

 
【問い合わせ先】 

赤ちゃんから、就学前までのお子さん 
毎月1回 
毎月発行の「広報阿波」“健康だより”のページにてお知らせします 
♪行事内容（遊び）も掲載します♪ 
【受付時間】　午前9時50分～10時　【遊びの時間】　午前10時～11時30分 
次の場所で開いています 
阿波保健センター “バーベナの里”　　市場コミュニティセンター 
土成保健センター　　　　　　　　　  吉野保健センター “ひまわり” 
＊月により違いますので「広報阿波」を確認し、ご来場ください。 

　  阿波市健康福祉部健康推進課 
　  蕁（０８８３）３６－６８１５  蕭（０８８３）３６－５１１３　 

♪時にはお勉強会♪ 
《手足をふりふりリズム遊び、昔ながらの手遊び》 

♪先生といっしょにわらべ歌やリズム遊び♪ 
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議
会
だ
よ
り

《
十
二
月
議
会
》

住
所
表
記
の
見
直
し
、
行
政
改
革
な
ど

活
発
な
論
戦

―
二
十
六
名
が
質
問

十
二
月
議
会
で
は
四
日
間
に
わ
た
っ
て
、

総
勢
二
十
六
名
の
議
員
か
ら
市
政
に
対
す
る

一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
住
所
表
記
の
見
直
し
に
関
す
る
問

題
、
行
政
改
革
、
農
業
・
環
境
・
教
育
問
題

な
ど
、
幅
広
い
行
政
の
課
題
に
つ
い
て
、
活

発
な
論
戦
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

＊
記
事
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
議
会
だ
よ
り
広

報
委
員
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
事
務
局

蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
四
一
一
八

―
金
森
　
光
雄
議
員

―

●
旧
吉
野
一
条
マ
ル
ナ
カ
南
道
路
と

西
条
大
橋
に
つ
い
て

問

変
化
す
る
議
員
の
意
識
。
私
の

歩
ん
だ
過
去
現
在
未
来
。
小
笠
原
市

長
の
歩
ん
だ
今
ま
で
と
未
来
の
決
意

を
き
く
。

答

私
は
戦
中
派
、
職
員
は
全
部
戦

後
生
ま
れ
で
あ
り
、
意
思
疎
通
が
図

れ
る
よ
う
、
懸
命
の
努
力
を
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。
金
森
議
員
は
特

攻
隊
員
と
感
銘
受
け
結
婚
五
十
八
年

お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
何
時
も
清

く
正
し
く
市
の
為
頑
張
る
決
意
で
す
。

問

事
業
の
徹
底
見
直
し
要
請
を
き

く
。
財
政
状
況
予
算
編
成
の
方
針
を

一
　
般
　
質
　
問
　
―
十
二
月
議
会
―

求
む
。
合
併
特
別
交
付
金
の
阿
波
市

の
考
え
。

答

自
由
に
使
え
る
基
金
わ
ず
か
一

億
二
千
万
円
と
旧
四
町
の
持
ち
込
み

予
算
。
大
半
は
地
方
交
付
税
や
国
、

県
支
出
金
等
依
存
財
源
で
厳
し
い
予

算
編
成
と
な
り
ま
す
。
合
併
特
別
交

付
金
の
使
途
に
つ
い
て
は
、
ケ
ー
ブ

ル
テ
レ
ビ
、
庁
舎
整
備
事
業
を
案
と

し
て
考
え
て
お
り
ま
す
。

問

旧
吉
野
一
条
マ
ル
ナ
カ
南
道
路

と
、
ま
た
西
条
大
橋
北
、
福
島
医
院

か
ら
鳥
忠
迄
ま
で
（
①
）
の
道
路
拡

張
と
進
捗
状
況
と
ぜ
ひ
実
現
を
求
む
。

答

マ
ル
ナ
カ
よ
り
南
道
路
は
、
大

変
貴
重
な
幹
線
道
路
で
す
。
現
在
危

険
で
市
も
完
成
を
望
ん
で
い
て
、
用

地
交
渉
は
進
ん
で
い
る
。
ま
た
（
①
）

に
つ
い
て
は
、
国
や
県
の
補
助
事
業

も
し
く
は
市
単
事
業
か
は
、
事
業
採

択
検
討
中
で
す
。

問

市
政
懇
談
会
の
成
果
は
。

答

今
回
の
市
政
懇
談
会
に
つ
い
て

は
、
四
会
場
で
合
計
百
三
十
二
名
の

方
が
出
席
い
た
だ
き
将
来
の
町
の
展

望
や
あ
る
い
は
急
を
要
す
る
問
題
等

を
市
民
の
方
か
ら
ご
意
見
を
お
聴
き

し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
各
担

当
課
と
協
議
し
、
議
会
の
皆
さ
ん
に

も
お
諮
り
し
な
が
ら
市
政
に
反
映
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
有
川
マ
サ
子
議
員

―

●
中
央
広
域
セ
ン
タ
ー
の
不
明
朗
な

支
出
は
適
正
処
理
を

問

九
月
議
会
で
「
覚
書
」
の
守
ら

れ
て
い
な
い
項
目
を
指
摘
し
た
が
、

そ
の
後
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答

放
散
塔
の
排
ガ
ス
検
査
・
溶
融

ス
ラ
グ
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
調
査

は
、
補
正
予
算
が
通
り
次
第
今
年
中

に
実
施
。
公
害
審
査
委
員
会
は
人
選

中
で
、
今
年
度
中
に
設
置
と
聞
く
。

問

今
年
度
の
中
央
広
域
環
境
セ
ン

タ
ー
へ
の
阿
波
市
負
担
金
は
い
く

ら
。
ま
た
、
組
合
議
会
百
条
委
で
問

題
に
な
っ
て
い
る
ガ
ス
代
の
阿
波
市

負
担
分
（
千
五
百
万
円
）
の
返
還
を

組
合
に
求
め
る
考
え
は
あ
る
か
。

答

負
担
金
の
合
計
は
五
億
一
千
四

百
万
円
。
百
条
委
の
結
果
を
踏
ま
え

て
組
合
議
会
で
協
議
し
て
対
処
し
た

い
の
で
コ
メ
ン
ト
は
控
え
た
い
。

問

火
葬
場
使
用
料
は
、
旧
阿
波
・

市
場
地
区
の
人
は
二
万
円
の
個
人
負

担
。
旧
土
成
・
吉
野
地
区
の
個
人
負

担
は
四
万
円
。
市
か
ら
の
補
助
金
を

六
万
円
に
し
て
、
個
人
負
担
は
阿
波

市
民
全
て
二
万
円
に
し
て
は
。

答

地
元
の
了
解
が
な
い
と
出
来
な

い
。
今
後
同
じ
よ
う
な
負
担
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

問

来
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
の

調
整
及
び
減
免
要
綱
の
進
捗
状
況
は
。

答

来
年
度
は
四
方
式
で
統
一
税

率
。
税
率
は
ま
と
ま
り
次
第
国
保
運

営
協
議
会
に
諮
る
。
減
免
制
度
に
つ

い
て
は
他
町
村
を
参
考
に
検
討
中
。

―
吉
本
　
健
二
議
員

―

●
阿
波
市
の
財
政
と
農
業
・
産
業
の

開
発
育
成
と
町
づ
く
り
に
つ
い
て

問

予
算
・
決
算
に
つ
い
て
。
十
七

年
度
当
初
予
算
の
進
捗
に
つ
い
て
。

答

十
一
月
末
現
在
補
助
事
業
分
八

十
五
％
、
市
単
独
事
業
分
五
十
％
、

災
害
復
旧
費
九
十
三
％
執
行
中
。

問

入
札
制
度
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
。

答

現
在
指
名
競
争
入
札
と
見
積
も

り
入
札
の
２
点
で
執
行
中
、
最
低
制

限
価
格
は
必
要
。

問

職
員
採
用
の
現
状
と
今
後
に
つ

い
て
。

答

合
併
協
議
会
の
四
分
の
一
方
式

を
堅
持
し
た
い
。
十
八
年
度
に
採
用

試
験
を
し
、
十
九
年
度
か
ら
資
格
を

持
っ
た
専
門
職
と
考
え
て
い
る
。

問

土
地
改
良
区
に
つ
い
て
。

答

土
成
土
地
改
良
区
へ
四
百
万
円

補
助
金
を
出
し
て
お
り
、
経
過
報
告

が
あ
り
、
統
合
的
に
考
え
て
い
る
。

問

町
づ
く
り
に
つ
い
て
。
防
災
、
防

水
対
策
と
宮
川
内
、
熊
谷
川
に
つ
い
て
。

答

阿
波
市
と
し
て
防
災
、
防
水
対

策
を
策
定
中
、
熊
谷
川
に
つ
い
て
は

県
単
事
業
に
つ
き
川
島
土
木
事
務
所

の
方
で
三
千
万
円
を
予
算
化
、
今
後

改
修
計
画
を
進
め
ま
す
。

問

国
際
結
婚
、
外
国
人
研
修
生
、

国
際
交
流
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
。
阿
波
行
政
法
務

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
つ
い
て
。

答

国
際
化
が
進
み
、
外
国
人
の

方
々
の
支
援
セ
ン
タ
ー
は
必
要
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
旧
土
成
地
区
で
関

係
者
の
皆
さ
ん
が
行
っ
て
い
る
相
談

窓
口
を
阿
波
市
全
体
に
広
げ
て
い
た

だ
き
た
い
。

―
真
鍋
　
　
功
議
員

―

●
介
護
保
険
に
つ
い
て

問

「
新
予
防
給
付
」
の
対
象
者
は

何
人
ぐ
ら
い
で
、
保
健
師
何
人
で
ケ

ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る
予
定
か
。
ま

た
、「
低
所
得
者
対
策
」
と
し
て
、

介
護
保
険
か
ら
排
除
さ
れ
る
人
を
な

く
す
為
に
、
独
自
の
保
険
料
の
利
用

料
の
減
免
を
実
施
す
べ
き
で
は
。

答

該
当
者
は
、
七
百
人
か
ら
八
百

人
で
五
名
体
制
で
検
討
し
て
い
る
。

軌
道
に
乗
れ
ば
十
分
や
っ
て
い
け

る
。
市
独
自
の
減
免
制
度
は
、
考
え

て
い
な
い
。

▲庁舎建設委員会行政視察（京都府精華町）
すべての窓口業務が一カ所でできる「総合窓口」設置



●
障
害
者
対
策
に
つ
い
て

問

小
規
模
作
業
所
は
、
市
内
に
、

二
カ
所
の
無
認
可
小
規
模
作
業
所
が

あ
り
、
各
地
域
の
中
で
在
宅
の
障
害

者
を
立
派
に
支
え
頑
張
っ
て
い
る
。

今
後
ど
の
よ
う
に
支
援
を
行
っ
て
い

く
の
か
。

答

財
政
状
況
は
、
非
常
に
厳
し
い

が
、
担
当
者
と
十
分
協
議
し
、
後
退

し
な
い
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い
。

●
中
央
環
境
施
設
組
合
の
委
託
に
つ

い
て

問

市
長
は
、
中
央
環
境
施
設
組
合

の
管
理
者
で
す
。
市
は
、
市
民
に
疑

問
を
持
た
せ
る
指
名
入
札
・
契
約
を

ど
う
し
て
行
っ
た
か
。
ま
た
、
溶
融

ス
ラ
グ
運
送
業
務
委
託
契
約
の
入
札

指
名
を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
公
募
し

た
の
か
。

答

ス
ラ
グ
の
指
名
業
者
に
つ
い
て

は
、
指
名
願
い
が
あ
っ
た
業
者
の
中

か
ら
選
定
を
行
っ
た
。
一
般
廃
棄
物

の
随
意
契
約
に
つ
い
て
は
、
十
分
検

討
し
て
い
き
た
い
。

―
池
光
　
正
男
議
員

―

●
固
定
資
産
税
の
収
納
率
に
つ
い
て

問

旧
四
町
の
世
帯
数
と
固
定
資
産

収
納
率
。

答

吉
野
が
三
千
百
八
十
四
世
帯
で

四
千
八
十
棟
、
九
十
三
・
一
％
、
土

成
二
千
五
百
九
十
八
世
帯
で
八
千
八

百
十
八
棟
、
九
十
五
・
七
％
、
市
場

三
千
八
百
八
十
三
世
帯
で
一
万
四
百

三
十
八
棟
、
九
十
五
・
七
％
、
阿
波

四
千
三
百
三
世
帯
、
一
万
千
百
九
十
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七
棟
、
九
十
五
・
八
％
で
す
。

問

固
定
資
産
評
価
が
で
き
て
い
な

い
の
は
旧
四
町
の
内
ど
こ
の
町
か
。

推
定
件
数
は
何
軒
あ
る
の
か
。

答

未
評
価
件
数
は
把
握
で
き
て
お

り
ま
せ
ん
。町
名
は
旧
吉
野
町
で
す
。

問

他
町
に
く
ら
べ
て
吉
野
の
世
帯

数
三
千
百
八
十
四
戸
、
四
千
八
十
棟

で
は
計
算
が
合
わ
な
い
。
母
屋
だ
け

で
倉
庫
と
か
は
な
い
の
か
。
千
軒
近

く
未
評
価
で
は
、と
の
声
も
あ
る
が
、

到
底
考
え
ら
れ
な
い
し
、
長
期
に
及

ぶ
事
件
で
は
な
い
か
。
こ
の
原
因
を

市
長
は
ど
う
考
え
る
か
。

答

原
因
等
に
つ
い
て
私
に
は
わ
か

り
ま
せ
ん
。
地
籍
調
査
の
進
捗
状
況

が
吉
野
で
は
二
十
五
％
、
今
後
正
確

に
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
議

会
の
理
解
も
得
て
、
十
八
年
度
か
ら

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
ん
で
計

画
的
に
全
て
調
査
し
て
い
き
た
い
。

問

議
員
、
職
員
で
評
価
で
き
て
い

な
い
者
は
い
る
か
。

答

調
べ
た
結
果
、
一
軒
あ
る
よ
う

で
す
。
早
急
に
対
応
し
た
い
。

―
石
動
　
圭
一
議
員

―

●
十
八
年
度
予
算
方
針
と
市
独
自
の

財
源
発
掘
は
。

問

十
八
年
度
の
予
算
基
本
方
針
に

つ
い
て
歳
入
減
は
何
を
も
っ
て
補
う

の
か
。
市
独
自
の
財
源
発
掘
は
で
き

な
い
の
か
ま
た
、
財
政
悪
化
の
歯
止

策
は
。

答

緊
急
を
要
す
る
事
務
事
業
や
将

来
阿
波
市
の
発
展
に
つ
な
が
る
も
の

答

旧
町
名
、
ま
た
旧
市
場
町
の
大

字
名
を
復
帰
す
る
方
向
で
準
備
を
進

め
て
い
る
。変
更
時
期
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
九
年
一
月
一
日
が
い
い
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

問

行
財
政
の
健
全
化
の
実
施
計
画

案
の
骨
子
を
発
表
で
き
る
段
階
な
の

か
。時
期
を
含
め
て
答
弁
願
い
た
い
。

ま
た
、
現
在
の
職
員
数
は
四
百
九
十

一
名
で
す
が
適
正
水
準
は
何
名
程
度

か
お
示
し
を
願
い
た
い
。

答

阿
波
市
行
財
政
改
革
推
進
本
部

と
、
阿
波
市
行
財
政
改
革
推
進
協
議

会
を
設
置
し
て
い
る
。
外
部
か
ら
の

意
見
を
求
め
る
た
め
に
、
阿
波
市
行

財
政
改
革
推
進
委
員
会
を
設
置
し
、

来
年
一
月
中
に
大
綱
の
答
申
を
い
た

だ
け
る
よ
う
に
現
在
作
業
を
進
め
て

い
る
。
骨
子
の
発
表
と
時
期
に
つ
い

て
は
、来
年
三
月
中
に
公
表
し
た
い
。

職
員
数
に
つ
い
て
は
、
総
務
省
よ
り

示
さ
れ
た
試
算
式
に
よ
り
算
出
し
た

職
員
数
に
よ
れ
ば
、
人
数
は
四
百
五

十
五
名
程
度
に
な
る
。

―
丸
若
　
祐
二
議
員

―

●
住
所
表
記
の
問
題
点

問

住
所
表
記
の
変
更
を
、
平
成
十

九
年
一
月
に
実
施
し
た
い
と
の
こ
と

で
あ
る
が
、
住
所
変
更
に
関
す
る
経

費
は
五
千
万
円
余
り
が
必
要
と
な

る
。
市
内
事
業
者
は
既
に
帳
簿
類
・

印
判
・
各
種
書
類
は
作
成
し
て
お
り

再
び
変
更
と
な
れ
ば
、
す
べ
て
自
己

負
担
で
作
成
し
直
す
こ
と
に
な
る
。

今
回
の
問
題
は
、
旧
土
成
・
吉
野
町

答

各
支
所
長
と
相
談
し
迅
速
に
対

応
出
来
る
よ
う
処
置
し
た
い
。

問

人
が
多
く
集
ま
る
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
措
置
し
て
は
ど
う
か
。
阿
波
市
は

遅
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
が
。

答

Ａ
Ｅ
Ｄ
は
心
臓
へ
電
気
シ
ョ
ッ

ク
を
与
え
早
期
使
用
に
よ
り
救
命
率

が
高
い
、一
つ
で
も
多
く
配
置
す
る
。

問

八
幡
簡
易
水
道
管
に
ア
ス
ベ
ス

ト
が
含
ま
れ
て
市
民
は
不
安
だ
。
補

助
金
を
出
し
て
早
期
交
換
し
て
は
。

答

す
ぐ
に
溶
け
出
さ
な
い
と
聞
い

て
い
る
が
担
当
部
局
と
相
談
し
対
処

し
た
い
。

問

民
族
資
料
館
の
管
理
が
悪
く
説

明
出
来
る
人
も
い
な
い
。
職
員
の
中

で
知
識
の
あ
る
人
の
配
置
は
ど
う
か
。

答

今
は
図
書
館
と
兼
務
だ
。
担
当

部
局
と
相
談
し
今
後
検
討
し
て
ゆ
く
。

問

補
助
金
の
一
率
カ
ッ
ト
に
よ
り

農
業
後
継
者
の
活
動
意
欲
が
減
退
し

て
い
る
。
食
の
安
全
確
保
の
意
味
か

ら
も
、も
っ
と
力
を
入
れ
る
べ
き
だ
。

答

農
業
後
継
者
育
成
は
非
常
に
大

事
と
考
え
て
い
る
。
今
後
要
請
が
あ

れ
ば
ど
ん
ど
ん
出
向
い
て
い
き
協
力

し
た
い
。

―
児
玉
　
敬
二
議
員

―

●
住
所
表
記
と
行
財
政
改
革

問

阿
波
市
の
町
名
復
帰
の
問
題

は
、
旧
町
名
を
残
し
て
ほ
し
い
と
い

う
答
え
が
六
十
五
・
七
四
％
で
あ
っ

た
。
そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
い
つ
か

ら
ど
の
よ
う
に
表
記
す
る
の
か
、
旧

町
単
位
で
答
え
を
願
い
た
い
。

は
、
重
点
的
に
予
算
配
分
し
メ
リ
ハ

リ
の
あ
る
予
算
編
成
を
行
い
た
い
。

独
自
財
源
の
発
掘
は
厳
し
い
現
状

で
自
助
努
力
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

財
政
悪
化
防
止
策
と
し
て
、
一
般

会
計
分
で
特
定
目
的
基
金
を
含
め
た

も
の
は
約
十
三
億
円
で
す
、
一
般
財

源
化
で
き
る
基
金
は
、
十
七
年
度
に

九
億
円
取
り
崩
し
た
分
は
ほ
ぼ
積
も

ど
し
が
で
き
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

問

介
護
保
険
料
の
不
足
分
、
償
還

金
の
財
源
は
ど
う
す
る
の
か
。
来
年

度
は
値
上
げ
な
し
で
の
運
営
を
望
む
。

答

介
護
保
険
の
財
源
は
、
三
年
間

を
一
つ
の
事
業
運
営
期
間
と
し
、
健

全
化
運
営
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
議

員
ご
指
摘
の
財
政
安
定
化
基
金
は
三

千
五
百
万
円
借
り
入
れ
て
お
り
、
保

険
料
見
直
し
の
形
で
お
願
い
す
る
こ

と
に
な
り
、
一
人
約
百
五
十
円
上
乗

せ
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
。

問

入
浴
助
成
券
を
共
通
券
と
し
て

発
行
し
て
は
ど
う
か
。

答

十
八
年
度
か
ら
共
通
券
で
対
応

す
る
形
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

―
木
村
　
秀
正
議
員

―

●
行
革
と
市
民
の
声
に
つ
い
て

問

合
併
は
し
た
が
財
源
が
厳
し
い

職
員
は
百
名
程
度
多
い
。
三
年
間
採

用
を
凍
結
し
、経
費
削
減
は
ど
う
か
。

答

十
八
年
度
に
公
募
し
、
十
九
年

度
か
ら
資
格
を
持
っ
た
専
門
職
と
考

え
て
い
る
。

問

各
支
所
に
旧
町
出
身
の
職
員
を

置
き
市
民
の
苦
情
に
対
処
し
て
は
。



は
大
字
名
を
残
し
た
が
、
旧
市
場
町

が
大
字
を
削
っ
た
こ
と
か
ら
発
生
し

た
。
当
時
の
町
長
と
し
て
大
字
を
削

る
こ
と
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
見

解
で
あ
っ
た
の
か
。

答

私
自
信
は
、
非
常
に
残
念
で
あ

っ
た
が
議
会
が
大
字
名
を
削
除
す
べ

き
と
の
こ
と
で
、
合
併
協
議
会
に
提

案
し
た
。
そ
の
後
大
字
の
復
活
に
つ

い
て
要
望
が
あ
り
、
合
併
後
に
元
に

戻
す
こ
と
に
な
っ
た
。

問

議
会
を
持
ち
出
す
の
は
、
首
長

と
し
て
は
逃
げ
だ
と
思
う
。
町
名
よ

り
大
字
・
字
に
歴
史
的
な
意
味
が
多

く
含
ま
れ
る
。
大
字
削
除
に
反
対
で

あ
れ
ば
、
そ
の
意
見
を
述
べ
る
べ
き

で
あ
る
が
、
地
元
で
も
協
議
会
で
も

そ
れ
を
し
て
い
な
い
。
ト
ッ
プ
の
仕

事
は
決
断
と
決
定
で
あ
り
、
衆
議
独

裁
で
望
む
べ
き
で
あ
る
。

次
に
、
今
議
会
に
「
阿
波
市
議
会

議
員
政
治
倫
理
条
例
」
を
提
案
し
て

い
る
が
、
厳
し
い
自
治
体
行
政
の
中

か
つ
て
の
よ
う
に
議
員
が
そ
の
地
位

を
利
用
し
て
、
あ
る
地
域
・
あ
る
団

体
の
利
便
を
図
る
時
代
で
な
い
こ
と

は
自
明
と
な
っ
て
い
る
。
行
政
側
も

「
市
長
等
政
治
倫
理
条
例
」「
職
員
倫

理
条
例
」
を
制
定
す
べ
き
と
考
え
る

が
見
解
を
問
い
た
い
。

答

倫
理
条
例
に
拘
わ
ら
ず
、
倫
理

が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
は
当
然
だ

が
、
や
は
り
条
例
の
制
定
は
必
要
だ

と
考
え
る
。
担
当
部
署
と
協
議
し
、

恥
ず
か
し
く
な
い
倫
理
条
例
の
制
定

が
速
や
か
に
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

に
も
旧
四
町
間
の
格
差
是
正
が
急
務

で
あ
る
。
合
併
協
定
書
内
容
の
実
現

が
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の
か
。

答

市
職
員
数
は
四
分
の
一
方
式
を

採
用
、
五
年
後
に
は
四
十
八
名
削
減

予
定
。
給
料
の
格
差
是
正
は
十
八
年

度
予
算
編
成
に
間
に
合
わ
す
べ
く
調

整
作
業
を
進
め
て
い
る
。

問

私
が
九
月
議
会
で
質
問
し
平
成

十
八
年
一
月
一
日
か
ら
是
正
と
の
解

答
を
得
た
保
育
料
金
の
実
施
は
。

答

解
答
通
り
三
カ
月
前
倒
し
し
て

平
成
十
八
年
一
月
一
日
よ
り
統
一
保

育
料
金
を
実
施
す
る
。

問

地
産
地
消
の
面
か
ら
も
土
成
吉

野
に
給
食
セ
ン
タ
ー
が
必
要
で
は
。

答

土
成
吉
野
、
阿
波
市
場
の
給
食

の
質
の
格
差
は
歴
然
と
し
て
お
り
今

後
教
育
委
員
会
所
管
施
設
も
含
め
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
総
合
計
画
、

行
財
政
計
画
の
中
に
位
置
付
け
る
。

問

地
名
表
記
変
更
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
は
市
民
に
対
し
説
明
不
足
で
は
。

答

今
回
の
ケ
ー
ス
は
全
国
的
に
例

が
な
く
様
々
な
意
見
が
錯
綜
中
の
た

め
経
緯
の
説
明
文
の
み
添
付
し
た
。

―
吉
田
　
　
稔
議
員

―

●
地
域
社
会
と
連
携
し
た
安
全
対
策
を

問

児
童
や
生
徒
の
安
全
確
保
は
ど

の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

答

市
内
の
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
地
域
社
会
と
連
携
し

て
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
に
万
全
を

期
す
よ
う
指
示
し
て
い
る
。
市
と
し

て
も
、
警
察
署
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ

と
も
否
決
と
い
う
こ
と
で
、
議
会
と

し
て
明
快
な
回
答
は
出
し
て
い
る
。

行
政
が
下
水
道
事
業
の
地
域
指
定

を
し
た
こ
と
で
、
合
併
浄
化
槽
を
造

ろ
う
と
し
て
も
補
助
金
を
得
ら
れ
な

い
。
住
民
に
迷
惑
を
か
け
て
そ
の
ま

ま
い
く
の
か
ど
う
か
。

答

環
境
問
題
、
そ
の
他
総
合
的
に

考
え
、
公
共
下
水
は
必
要
な
も
の
と

考
え
ま
す
。
お
金
が
か
か
る
と
い
う

こ
と
は
十
分
承
知
は
し
て
い
ま
す
。

議
員
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
推
進
し

て
い
き
た
い
。
な
お
、
合
併
浄
化
槽

の
補
助
金
に
つ
い
て
は
、
同
じ
地
域

で
二
重
の
補
助
金
は
で
き
ま
せ
ん
。

情
勢
が
変
わ
っ
た
時
に
議
会
に
ご
相

談
を
し
た
い
。

問

財
政
健
全
化
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
、
特
に
人
員
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は
、
合
併
協
で
四
人
の
退
職
者

に
対
し
て
一
名
採
用
と
決
定
し
て
い

る
。
十
年
で
だ
い
た
い
三
百
七
十
名

前
後
の
職
員
数
に
な
る
。
こ
れ
は
守

る
ん
で
す
か
。
行
政
全
体
の
ス
リ
ム

化
は
。

答

四
対
一
は
原
則
と
し
て
守
り
ま

す
が
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
低
下
す
る

訳
に
は
い
け
ま
せ
ん
の
で
、
十
分
検

討
し
な
が
ら
、
私
の
任
期
中
は
四
分

の
一
以
上
は
採
用
い
た
し
ま
せ
ん
。

―
篠
原
　
啓
治
議
員

―

●
市
の
一
体
感
を
得
る
た
め
旧
四
町

間
の
格
差
是
正
が
急
務

問

合
併
か
ら
八
カ
月
が
経
ち
阿
波

市
民
と
し
て
の
一
体
感
を
得
る
た
め

―
後
藤
　
耕
治
議
員

―

●
御
所
小
学
校
改
築
に
つ
い
て

問

御
所
小
学
校
改
築
契
約
に
つ
い

て
、
今
回
入
札
を
実
施
に
あ
た
り
、

設
計
変
更
を
さ
れ
た
が
国
交
省
の
条

例
改
正
に
よ
り
天
井
高
の
制
限
が
撤

廃
さ
れ
た
が
、
こ
の
こ
と
は
ご
存
知

で
し
た
か
。

答

知
っ
て
お
り
ま
す
。
検
討
は
し

ま
し
た
が
そ
の
ま
ま
の
設
計
で
お
願

い
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

問

検
討
し
た
が
そ
の
ま
ま
に
置
い

た
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
変
更
し
て

お
け
ば
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
な
る
こ
と

は
知
っ
て
お
り
、
し
な
か
っ
た
と
。

答

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
な
る
の
で
な

い
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
そ
の
こ

と
に
つ
い
て
は
十
分
勉
強
は
し
て
お

り
ま
せ
ん
。
現
在
着
手
し
て
お
り
ま

す
の
で
元
設
計
ど
お
り
に
お
願
い
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

問

工
期
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま

す
。
完
成
は
い
つ
頃
を
予
定
し
て
お

り
ま
す
か
。

答

工
期
に
つ
い
て
は
十
八
年
三
月

三
十
一
日
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
物
理

的
に
不
可
能
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
工
期
延
伸
を
お
願
い
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
し
て
、
最
終
的
な
工

期
は
「
十
八
年
十
月
末
」
を
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

―
稲
岡
　
正
一
議
員

―

●
公
共
下
水
道
事
業
問
題
に
つ
い
て

問

公
共
下
水
道
の
予
算
は
、
市
長

か
ら
二
度
議
会
に
提
出
さ
れ
、
二
度

―
松
永
　
　
渉
議
員

―

●
今
後
の
子
育
て
支
援
策

問

保
育
所
で
は
幼
児
一
人
当
た
り

公
費
約
八
万
円
が
必
要
、
家
庭
育
児

は
〇
円
、家
庭
育
児
手
当
の
創
設
を
。

答

財
政
等
を
考
慮
し
検
討
す
る
。

問

保
育
事
業
の
重
要
性
（
二
十
年

後
の
親
づ
く
り
）
に
比
較
し
て
、
臨

時
保
育
士
の
身
分
保
障
が
低
す
ぎ
る

の
で
は
な
い
か
。

答

臨
時
保
育
士
が
、
安
心
し
て
仕

事
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
た
い
。

問

遊
具
等
の
確
保
お
よ
び
地
域
交

流
の
場
と
し
て
、
学
校
、
幼
稚
園
、

保
育
所
等
を
地
域
開
放
し
て
は
。

答

幼
稚
園
、
学
校
施
設
等
は
、
教

育
活
動
、
保
護
者
の
管
理
監
督
を
考

慮
し
、
地
域
開
放
し
た
い
。

問

高
齢
者
の
生
活
は
、
年
金
、
医

療
改
革
に
よ
り
、
厳
し
く
な
っ
て
い

る
。
高
齢
者
対
策
の
取
り
組
み
は
。

答

就
労
の
確
保
提
供
す
る
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
育
成
、
糖
尿
病

予
防
を
中
心
と
し
た
健
康
対
策
に
取

り
組
み
た
い
。

問

大
影
小
学
校
の
跡
地
利
用
は
。

答

阿
波
市
教
育
施
設
設
備
の
検
討

委
員
会
を
つ
く
り
検
討
す
る
。

問

入
札
業
者
数
に
よ
り
、
落
札
率

に
大
き
な
差
が
有
る
。
ま
た
最
低
制

限
価
格
の
落
札
が
八
割
以
上
の
課
も

あ
る
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
。

答

入
札
制
度
改
善
検
討
委
員
会
で

地
域
割
り
、
品
質
確
保
上
の
適
正
価

格
は
、
検
討
し
改
善
し
た
い
。
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る
機
関
と
協
力
し
て
地
域
ぐ
る
み
で

子
ど
も
を
守
っ
て
い
き
た
い
。

問

英
語
教
育
は
、
小
学
校
や
幼
稚

園
あ
た
り
か
ら
語
学
に
親
し
む
機
会

が
必
要
で
な
い
か
。

答

英
語
が
使
え
る
日
本
人
の
育
成

と
い
う
観
点
か
ら
、
小
中
一
貫
英
語

教
育
特
区
の
実
現
に
向
け
て
努
力
し

た
い
。
世
界
の
人
々
と
共
存
し
て
い

け
る
人
材
を
育
成
し
た
い
。

問

不
登
校
児
童
や
生
徒
へ
の
対
応

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

教
師
を
は
じ
め
、
本
人
、
保
護

者
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
専
門
機
関
等

と
連
携
を
持
ち
、
根
気
よ
く
方
策
を

講
じ
て
い
る
。
今
後
、
適
応
指
導
教

室
の
設
置
が
で
き
る
よ
う
検
討
し
た

い
。

問

学
童
保
育
の
利
用
者
は
有
料
、

児
童
館
の
利
用
者
は
無
料
で
あ
る
。

制
度
は
違
う
が
、
同
じ
市
に
な
っ
た

以
上
、格
差
を
何
と
か
で
き
な
い
か
。

答

こ
の
ま
ま
で
は
不
公
平
感
は
否

め
な
い
。
負
担
均
等
に
つ
い
て
は
、

担
当
部
局
と
協
議
し
、
調
整
を
図
っ

て
ま
い
り
た
い
。

―
矢
部
　
嘉
昭
議
員

―

●
教
育
問
題
に
つ
い
て

問

現
在
の
教
育
は
知
育
、
体
育
に

重
き
を
お
い
て
、
徳
育
が
軽
視
さ
れ

て
い
る
。
今
後
行
政
と
し
て
ど
の
よ

う
に
対
処
し
、指
導
し
て
行
く
の
か
。

答

地
・
徳
・
体
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

点
、
戦
後
六
十
年
た
っ
て
、
子
ど
も

費
が
二
十
億
円
。
平
成
七
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

用
地
買
収
が
全
体
で
六
十
戸
、
内
二

十
八
戸
が
買
収
済
で
、
事
業
費
の
約

一
割
が
完
成
し
て
い
る
状
況
で
す
。

問

旧
土
成
町
の
中
央
を
流
れ
る
九

頭
宇
谷
川
の
改
修
に
つ
い
て
、
県
の

計
画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。
形

の
見
え
る
事
業
費
着
工
を
進
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

答

九
頭
宇
谷
川
の
改
修
の
件
で
す

が
、
天
井
河
原
で
延
長
が
五
・
二
キ

ロ
。
旧
市
場
町
地
区
で
は
改
修
工
事

が
で
き
て
い
る
と
聞
い
て
い
ま
す
。

市
場
と
土
成
の
境
目
の
所
で
、
用
地

交
渉
が
や
む
を
得
ず
中
断
し
て
い
る

実
情
で
す
。

県
も
県
単
事
業
の
中
で
の
対
応
は

財
政
的
に
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

台
風
十
四
号
の
被
災
カ
所
を
、
約
二

千
二
百
万
円
で
工
事
を
行
う
と
い
う

現
状
で
す
。

―
小
川
　
博
司
議
員

―

●
旧
阿
波
町
の
主
要
道
路
整
備
に
つ

い
て

問

岩
津
橋
バ
イ
パ
ス
は
止
ま
っ
て

い
る
が
、
土
柱
観
光
開
発
と
高
速
バ

ス
の
停
留
所
へ
の
連
絡
に
も
必
要
で

あ
り
、
県
道
船
戸
切
幡
線
へ
の
起
点

と
し
て
も
重
要
で
す
。
バ
イ
パ
ス
工

事
を
市
単
独
で
や
っ
て
は
ど
う
か
。

答

市
単
独
で
や
る
と
す
れ
ば
百
％

近
い
用
地
の
承
諾
の
賛
同
と
県
の
賛

同
が
必
要
で
あ
り
、
協
議
し
な
が
ら

研
究
し
た
い
。
現
在
休
止
と
い
う
こ

で
旧
土
成
町
に
一
カ
所
増
設
す
る
事

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ご
理
解
賜
り

た
い
。

問

旧
土
成
町
に
福
祉
の
拠
点
づ
く

り
と
し
て
建
設
さ
れ
た
保
健
セ
ン
タ

ー
が
、
今
、
空
き
家
同
然
で
機
能
し

て
い
な
い
。
健
康
診
断
・
健
康
相

談
・
子
ど
も
さ
ん
の
た
め
に
利
用
し

て
も
ら
い
た
い
。

答

旧
四
町
の
保
健
セ
ン
タ
ー
で
、

乳
児
・
老
人
・
成
人
の
保
健
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
保
健
師
十
名
と

看
護
師
一
名
の
配
置
で
す
。
な
お
一

層
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問

分
離
独
立
が
で
き
ま
す
か
。

答

合
併
の
と
き
に
は
、
法
的
に
は

地
方
自
治
と
合
併
特
例
法
と
い
う
二

つ
の
法
律
で
合
併
し
ま
す
。

分
割
す
る
た
め
に
は
自
治
法
だ
け

で
、
市
議
会
で
議
決
し
て
、
県
議
会

の
了
解
を
得
て
、
総
務
大
臣
に
届
け

出
を
す
れ
ば
で
き
ま
す
。

―
宮
本
　
文
夫
議
員

―

●
九
頭
宇
谷
川
の
改
修
に
つ
い
て

問

県
道
船
戸
切
幡
上
板
線
の
バ
イ

パ
ス
で
、
土
成
支
所
裏
か
ら
西
へ

二
・
一
キ
ロ
、
九
番
札
所
北
側
を
通

り
土
成
小
学
校
前
西
二
百
メ
ー
ト
ル

の
地
点
で
交
わ
る
バ
イ
パ
ス
で
計
画

さ
れ
、
十
年
を
過
ぎ
て
い
る
。
早
期

完
成
に
向
け
て
、
阿
波
市
と
し
て
県

に
要
請
し
、
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

答

こ
の
バ
イ
パ
ス
道
路
は
延
長

二
・
六
キ
ロ
の
計
画
で
、
全
体
の
事
業

た
ち
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き
く
変

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

子
ど
も
の
体
験
機
会
や
場
所
が
な

く
な
り
、
家
庭
や
地
域
・
社
会
の
教

育
力
の
低
下
な
ど
も
言
わ
れ
、
善
悪

の
判
断
や
規
範
意
識
が
十
分
育
ま
れ

て
い
な
い
と
い
う
指
摘
が
あ
り
ま

す
。
文
部
科
学
省
か
ら
は
数
年
前
か

ら
、「
心
の
ノ
ー
ト
」
と
い
う
道
徳

教
育
の
充
実
を
図
る
よ
う
に
と
い
う

通
知
が
学
校
に
届
い
て
い
ま
す
。

問

教
師
の
資
質
の
向
上
、
真
の
教

育
に
つ
い
て
、ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答

教
師
自
身
を
磨
く
よ
う
に
い
ろ

い
ろ
な
研
修
会
を
通
じ
て
研
修
し
て

ま
い
り
た
い
。

問

生
涯
学
習
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
は
。

答

家
庭
教
育
の
充
実
、
子
育
て
教

育
、
親
の
教
育
に
つ
い
て
講
演
会
や

研
修
会
を
年
間
を
通
じ
て
計
画
し
て

い
ま
す
。

問

固
定
資
産
税
に
つ
い
て

答

評
価
額
と
課
税
額
と
の
差
が
あ

る
場
合
、
少
し
ず
つ
調
整
し
ま
す
。

―
中
川
　
節
雄
議
員

―

●
合
併
後
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
は

問

合
併
の
目
的
は
住
民
サ
ー
ビ
ス

は
高
く
、
住
民
負
担
は
低
く
で
あ
っ

た
が
、
今
、
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
と
負

担
が
高
く
な
っ
た
事
例
が
多
い
。

期
日
前
投
票
を
旧
町
四
カ
所
で
実

施
し
て
は
ど
う
か
。

答

旧
阿
波
町
一
カ
所
だ
け
で
あ
り

ま
し
た
が
、
大
変
不
便
と
い
う
こ
と
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と
に
な
っ
て
い
る
の
で
対
応
を
協
議

し
た
い
。

問

志
度
・
山
川
線
は
三
千
万
円
か

ら
五
千
万
円
と
聞
い
て
い
る
が
、
大

幅
な
予
算
獲
得
に
努
力
し
て
ほ
し
い

が
見
通
し
は
。

答

本
年
度
予
算
は
七
千
八
百
万
円
。

県
単
独
事
業
か
ら
国
費
事
業
に
格
上

さ
れ
た
の
で
、
補
助
対
象
金
額
が
増

大
す
る
。
バ
イ
パ
ス
道
路
と
し
て
必

要
で
あ
り
、
香
川
県
に
通
じ
る
道
も

県
道
と
し
て
昇
格
し
て
お
り
、
引
き

続
き
予
算
獲
得
に
頑
張
り
た
い
。

―
月
岡
　
永
治
議
員

―

●
農
業
振
興
に
つ
い
て

問

農
政
事
業
の
中
の
基
本
構
想
が

十
一
月
三
十
日
に
で
き
た
と
聞
く
が

市
内
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
、
特
産
品
、
旧

四
町
の
品
目
別
生
産
高
及
び
人
口
は
。

答

基
本
構
想
は
農
業
経
営
基
盤
の

強
化
を
計
画
的
に
推
進
す
る
た
め
に

作
成
、
目
標
所
得
は
五
百
万
円
、
労

働
時
間
は
二
千
時
間
に
設
定
。
農
用

地
利
用
集
積
に
関
す
る
目
標
は
約
七

百
三
十
八
戸
が
一
、
八
ヘ
ク
タ
ー
ル

を
耕
作
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

連
携
に
つ
い
て
は
市
の
農
政
課
、

Ｊ
Ａ
、
支
援
セ
ン
タ
ー
、
さ
ら
に
ト

マ
ト
・
レ
タ
ス
な
ど
の
専
門
部
会
と

の
総
合
的
な
協
調
機
関
、
連
絡
機
関

の
設
立
に
向
け
て
取
り
組
み
た
い
。

問

公
共
事
業
に
つ
い
て
、
阿
波
市

の
受
注
金
額
が
大
体
六
十
七
％
ぐ
ら

い
、
姉
歯
設
計
の
構
造
計
算
偽
装
も

あ
り
、
市
と
し
て
の
チ
ェ
ッ
ク
体
制
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は
で
き
て
い
る
の
か
。

答

土
木
管
理
に
つ
い
て
は
、
専
門

技
師
を
雇
い
、
週
三
日
現
場
管
理
、

図
面
、
出
来
高
図
面
の
チ
ェ
ッ
ク
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

―
西
岡
　
謙
治
議
員

―

●
福
祉
事
業
に
つ
い
て

問

運
動
不
足
を
補
う
施
設
、
健
康

器
具
は
阿
波
市
内
の
ど
こ
に
あ
る
の

か
。

答

市
内
の
施
設
、
健
康
器
具
の
配

置
で
す
が
、
市
場
地
区
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
「
ヘ
ル
ス
ト
ロ
ン
」
と
い

う
機
械
が
あ
り
ま
す
。

吉
野
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
、
マ
ッ

サ
ー
ジ
器
一
台
、
鉄
ア
レ
イ
一
式
、

体
力
測
定
器
一
台
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
マ

シ
ー
ン
一
台
、
輪
転
運
動
器
一
台
、

四
頭
筋
訓
練
器
一
台
、
機
能
訓
練
台

一
台
、
ベ
ル
ト
バ
イ
ブ
レ
ー
タ
ー
一

台
、
サ
イ
ク
ル
エ
ク
サ
サ
イ
ダ
ー
一

台
が
あ
り
ま
す
。

土
成
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
、
全
身

反
応
測
定
装
置
一
台
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
バ
イ
ク
二
台
が
あ
り
ま
す
。

阿
波
保
健
セ
ン
タ
ー
に
は
、
姿
勢

矯
正
鏡
一
台
、手
関
節
回
旋
運
動
器
、

助
木
運
動
器
、
鉄
ア
レ
イ
、
重
錘
バ

ン
ド
ー
一
式
、
機
能
訓
練
台
が
あ
り

ま
す
。

問

西
条
大
橋
取
り
合
い
道
路
の
進

捗
状
況
に
つ
い
て
。

答

鳴
門
池
田
線
か
ら
中
間
処
理
施

設
の
県
道
の
改
修
工
事
が
第
一
点

で
、
そ
の
工
事
が
済
み
次
第
、
徳
島

―
香
西
　
和
好
議
員

―

●
市
民
憲
章
制
定
に
つ
い
て

問

市
民
意
識
・
連
帯
意
識
を
高

め
、
市
民
の
自
治
原
点
に
つ
な
ぎ
、

よ
り
よ
い
阿
波
市
づ
く
り
の
た
め
に

市
民
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
行

動
規
範
で
、
市
民
の
総
意
の
も
と
に

市
民
憲
章
を
制
定
し
て
は
ど
う
か
。

答

阿
波
市
民
の
心
の
支
え
と
な
り

続
け
る
半
永
久
的
な
理
想
を
示
す
も

の
と
し
て
承
知
を
し
て
お
り
、
市
民

の
声
を
聞
き
制
定
に
向
け
て
検
討
し

て
い
く
。

問

阿
波
市
管
内
に
お
い
て
交
通
死

亡
事
故
多
発
警
報
が
出
て
い
る
が
、

悲
惨
な
事
故
防
止
の
た
め
に
市
内
の

危
険
箇
所
を
調
査
し
て
は
ど
う
か
。

答

交
通
事
故
防
止
に
役
立
つ
た
め

の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

等
不
備
な
と
こ
ろ
を
調
査
点
検
し
事

故
防
止
に
努
め
た
い
。

問

阿
波
市
に
お
い
て
現
在
実
施
し

て
い
る
少
子
化
対
策
支
援
事
業
の
拡

大
、
医
療
費
無
料
六
歳
未
満
児
を
小

学
校
三
年
生
ま
で
引
き
上
げ
て
は
ど

う
か
。

答

現
在
県
が
三
歳
。
阿
波
市
は
六

歳
ま
で
拡
充
し
て
お
り
、
今
後
国
・

県
の
動
き
を
見
な
が
ら
拡
充
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

―
武
田
　
　
矯
議
員

―

●
農
業
と
教
育

問

全
面
積
四
千
町
歩
の
七
〇
％
ぐ

ら
い
あ
る
冬
場
の
休
耕
地
利
用
に
つ

い
て
、
小
麦
を
作
り
讃
岐
う
ど
ん
を

見
守
り
た
い
。
協
議
の
結
果
は
尊
重

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
吉
田
　
　
正
議
員

―

●
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
各
種
事

業
の
見
直
し
は
あ
る
の
か

問

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
各

種
事
業
の
見
直
し
は
あ
る
の
か
。
十

八
年
度
予
算
の
方
向
性
に
つ
い
て
。

答

合
併
前
に
各
町
が
計
画
し
て
い

る
事
業
等
を
十
八
年
度
予
算
で
見
直

す
の
か
と
い
う
点
、
特
に
土
木
関
係

の
国
庫
補
助
事
業
は
、
事
業
完
了
ま

で
施
工
し
、
十
八
年
度
の
市
の
単
独

事
業
は
、厳
し
い
財
政
状
況
に
鑑
み
、

事
業
効
果
、
緊
急
度
等
を
考
慮
し
優

先
順
位
を
つ
け
て
実
施
し
た
い
。

問

指
定
管
理
者
制
度
と
し
て
、
公

民
館
も
対
象
に
な
る
の
か
。

答

当
然
、
公
民
館
、
図
書
館
も
候

補
施
設
と
し
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
公

民
館
は
地
域
に
開
設
し
て
い
く
方
向

で
考
え
て
い
ま
す
。

問

阿
波
市
二
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に

準
用
河
川
が
あ
り
、
阿
波
地
区
に
二

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
間
無
堤
地
域
が
あ

る
。
現
在
宅
地
よ
り
川
底
の
方
が
高

く
な
っ
て
い
る
。
内
水
面
の
水
が
は

け
る
対
策
と
無
堤
地
域
の
解
消
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

答

国
土
交
通
省
、
県
に
対
し
て
、

一
日
も
早
く
無
堤
地
区
に
築
堤
を
し

て
欲
し
い
と
要
望
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
実
現
で
き

る
よ
う
努
力
し
て
参
り
た
い
。

吉
野
線
か
ら
鳴
門
池
田
線
の
方
へ
改

修
工
事
を
計
画
す
る
予
定
で
す
。

―
木
村
　
松
雄
議
員

―

●
住
所
表
記
と
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

問

住
所
表
記
に
つ
い
て
。

旧
土
成
町
の
住
民
の
八
十
％
を
超

え
る
人
が
、
旧
町
名
復
活
の
意
思
表

示
を
し
て
い
る
。
平
成
十
九
年
一
月

一
日
に
変
わ
る
予
定
と
い
う
認
識
で

よ
い
の
か
。

答

三
月
議
会
に
提
案
し
、
議
会
の

理
解
を
得
て
、
県
に
提
出
し
、
十
九

年
一
月
一
日
か
ら
実
施
と
い
う
つ
も

り
で
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

庁
舎
建
設
に
向
け
て
の
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答

庁
舎
建
設
に
つ
い
て
は
、
合
併

協
定
書
を
遵
守
す
る
べ
く
、
旧
土
成

町
の
県
道
鳴
門
池
田
線
沿
い
に
、
選

定
す
る
方
向
で
、
庁
舎
建
設
特
別
委

員
会
が
、
現
在
、
候
補
地
の
選
定
の

議
論
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

問

市
長
は
阿
波
農
業
高
校
よ
り
東

は
考
え
て
い
な
い
と
聞
く
が
、
真
意

は
ど
う
な
の
か
。
財
政
難
の
折
、
庁

舎
は
小
さ
い
も
の
に
、
庁
舎
は
必
要

な
い
と
い
う
意
見
に
対
す
る
考
え
。

答

庁
舎
は
合
併
協
で
鳴
門
池
田
線

沿
い
の
土
成
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。
九
頭
宇
谷
か
ら
東
の
議
論

は
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

西
の
阿
波
地
区
、
市
場
地
区
の
こ
と

も
考
え
て
無
理
じ
ゃ
な
い
か
と
。
庁

舎
の
位
置
、
内
容
に
つ
い
て
、
庁
舎

建
設
特
別
委
員
会
の
協
議
の
推
移
を

見
習
い
、
生
産
か
ら
販
売
ま
で
の
一

貫
産
業
と
し
て
は
ど
う
か
。

答

農
業
は
厳
し
い
が
、
讃
岐
う
ど

ん
に
対
抗
す
る
も
の
を
地
元
で
作
っ

た
ら
ど
う
か
と
前
回
質
問
で
受
け
ま

し
た
。
私
も
非
常
に
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。色
々
模
索
し
て
来
ま
し
た
が
、

ま
だ
煮
詰
ま
っ
て
お
ら
ず
、
改
善
策

が
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ご
了
承
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
取
り
組

め
る
制
度
と
し
て
に
ぎ
わ
い
創
生
事

業
と
い
う
も
の
が
ご
ざ
い
ま
す
。
こ

の
制
度
を
導
入
し
な
が
ら
そ
う
い
う

事
が
早
く
出
来
る
様
考
え
て
い
ま

す
。

問

事
業
の
進
捗
率
と
オ
ン
リ
ー
ワ

ン
教
育
、
す
な
わ
ち
全
国
に
な
い
教

育
、
一
人
一
人
の
特
徴
を
伸
ば
す
教

育
特
区
制
度
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

答

阿
波
市
の
教
育
の
ビ
ジ
ョ
ン
と

い
う
ふ
う
に
、
私
は
と
ら
え
ま
す
。

大
変
大
事
な
事
と
思
い
ま
す
。
個
人

の
良
さ
を
引
き
出
し
て
い
く
教
育
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
本
市
に
お
き
ま

し
て
も
特
色
あ
る
、
学
校
教
育
を
考

え
て
お
り
ま
す
。
今
現
在
英
語
の
教

科
は
小
学
校
に
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん

が
、
そ
の
教
科
を
置
く
方
向
も
考
え

て
お
り
ま
す
。事
業
の
進
捗
状
況
は
、

継
続
的
な
事
業
と
し
て
、
御
所
小
学

校
の
校
舎
・
屋
内
運
動
場
、
土
成
小

学
校
プ
ー
ル
、
吉
野
グ
ラ
ウ
ン
ド
の

拡
張
工
事
が
主
で
あ
り
ま
す
。

―
吉
成
　
正
一
議
員

―

●
汚
水
処
理
施
設
の
普
及
率
が
極
め
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て
悪
い
、
今
後
の
取
り
組
み
と
対
策

に
つ
い
て
。

問

徳
島
県
は
汚
水
処
理
施
設
の
普

及
率
が
全
国
最
下
位
で
あ
り
、
阿
波

市
に
お
い
て
も
旧
阿
波
町
、
市
場
町

も
極
め
て
悪
く
、
身
近
な
生
活
圏
の

中
で
、
生
活
排
水
処
理
を
今
後
の
対

策
と
し
て
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

答

用
水
や
側
溝
へ
の
流
入
が
あ
り

ま
す
が
、
特
に
環
境
や
衛
生
面
に
は

充
分
の
配
慮
を
し
、
地
域
の
み
な
さ

ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
土
砂
の
堆
積

や
汚
水
の
除
去
に
努
め
た
い
。

問

不
納
欠
損
額
及
び
、
収
入
未
済

額
、
極
め
て
大
き
な
額
に
な
っ
て
い

る
。
担
税
力
が
あ
る
か
ら
税
を
課
す

る
。
受
益
を
受
け
た
か
ら
そ
れ
な
り

の
負
担
を
す
る
。
公
平
性
を
欠
い
て

は
市
民
の
信
頼
は
な
い
。
不
納
欠
損

額
減
少
の
対
策
は
。

答

市
税
滞
納
者
一
斉
徴
収
に
努
め

て
お
り
不
納
欠
損
額
を
増
や
さ
な
い

古
い
年
度
分
の
徴
収
に
努
力
し
て
い

る
。
三
位
一
体
改
革
に
伴
う
所
得
税

か
ら
個
人
住
民
税
へ
の
税
源
移
譲
に

よ
り
自
主
財
源
と
し
て
の
重
み
が
一

層
増
し
ま
す
。

今
後
は
徳
島
滞
納
整
理
機
構
（
仮

称
）
を
活
用
し
、
課
員
一
丸
と
な
っ

て
努
力
を
致
し
ま
す
。

―
兼
松
　
英
明
議
員

―

●
市
政
懇
談
会
に
つ
い
て

問

旧
四
町
で
の
市
政
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
、
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
ど
の
よ

う
に
応
え
て
い
く
の
か
。

こ
の
条
例
に
違
反
し
て
い
る
と
思

わ
れ
た
場
合
は
、
市
民
の
方
は
十
名

以
上
、
議
員
は
四
名
以
上
の
連
署
で
、

「
審
査
請
求
」
を
議
長
に
提
出
す
れ

ば
、
有
識
者
で
構
成
さ
れ
た
「
政
治
倫

理
審
査
会
」
で
審
査
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

議
員
は
、
こ
の
審
査
会
の
審
査
に

協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
審
査
会

で
違
反
が
認
め
ら
れ
た
場
合
は
、
そ

の
内
容
が
公
表
さ
れ
る
と
と
も
に
、

議
長
は
市
民
の
信
頼
を
回
復
さ
せ
る

た
め
、
辞
職
勧
告
を
含
め
、
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
条
例
は
、
議
員
が
行
政
当
局
に

不
当
な
関
与
を
す
る
こ
と
や
、
市
か
ら

出
て
い
る
お
金
の
流
れ
の
中
に
議
員
自

身
だ
け
で
な
く
、
そ
の
親
族
も
関
与
す

る
こ
と
を
規
制
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

条
例
の
主
旨
が
生
か
さ
れ
、
有
効
に
機

能
す
る
た
め
に
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
議
会
運
営
及
び
行
政
に
対
し
て
、
積

極
的
に
参
画
す
る
意
識
が
重
要
と
な
り

ま
す
。〈
四
月
一
日
よ
り
施
行
〉

（
注
）
三
親
等
内
と
は
、
曾
祖
父
母
、

親
・
子
、
曾
孫
、
兄
弟
姉
妹
、
叔
父
・

叔
母
、
甥
・
姪
の
本
人
お
よ
び
配
偶
者

と
な
り
ま
す
。

（
文
責
　
丸
若
）

し
か
し
、
阿
波
市
の
厳
し
い
財
政

状
況
の
下
、
改
め
て
人
口
規
模
・
近

隣
市
の
状
況
等
を
踏
ま
え
、
議
会
で

の
議
論
を
重
ね
ま
し
た
。

削
減
は
ど
う
し
て
も
必
要
と
い
う

多
数
の
賛
成
者
を
得
て
、
議
員
の
定

数
を
二
十
二
名
と
す
る
案
を
提
出
、

可
決
さ
れ
ま
し
た
。
三
月
執
行
の
選

挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

議
員
は
市
民
全
体
の
奉
仕
者
と
し

て
人
格
及
び
倫
理
の
向
上
に
努
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
「
阿
波
市

議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例
」「
同
規

則
」「
阿
波
市
政
治
倫
理
審
査
会
条

例
」
が
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
が
制
定
さ
れ
る
こ
と
で

直
接
・
間
接
を
問
わ
ず
議
員
お
よ
び
配

偶
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
議
員
の
三

親
等
内
（
注
）
に
あ
る
事
業
者
の
方
は
、

市
発
注
工
事
等
の
入
札
及
び
そ
の
下
請

け
、
物
品
納
入
、
設
計
等
の
委
託
契
約

に
参
加
で
き
な
く
な
り
、
辞
退
届
の
提

出
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
議
員
は
、
市
か
ら
活
動
及
び

運
営
に
対
す
る
補
助
ま
た
は
助
成
を
受

け
て
い
る
全
て
の
団
体
の
長
に
就
任
す

る
こ
と
は
、
そ
の
団
体
が
公
共
の
福
祉

を
目
的
と
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
長
が

一
切
の
報
酬
等
を
得
て
い
な
い
場
合
を

除
き
、
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
注

意
が
必
要
で
す
。

答

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
は
職
員
が

い
る
の
で
職
員
か
ら
担
当
課
へ
連
携

し
そ
れ
ぞ
れ
検
討
し
て
も
ら
い
、
き

め
細
か
く
市
民
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て

い
き
た
い
。

●
農
業
振
興
に
つ
い
て

問

農
業
に
対
す
る
基
本
姿
勢
は
。

地
産
地
消
の
実
態
は
。
Ｉ
、
Ｕ
タ
ー

ン
者
な
ど
の
受
け
入
れ
対
策
は
。

答

農
業
振
興
は
大
事
な
産
業
。
農

家
の
所
得
向
上
の
た
め
、
十
一
月
三

十
日
に
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
に
関

す
る
基
本
構
想
を
ま
と
め
ま
し
た
。

そ
れ
を
基
に
討
議
を
重
ね
、
農
家
・

市
民
の
信
託
に
応
え
た
い
。

●
中
央
広
域
環
境
セ
ン
タ
ー
施
設
に

つ
い
て

問

組
合
発
注
書
及
び
工
事
請
負
契

約
書
の
提
出
、
仕
様
書
通
り
建
設
さ

れ
て
い
る
の
か
。

答

施
設
は
平
成
十
四
年
十
一
月
発

注
仕
様
書
に
基
づ
き
、
八
十
六
億
九

千
四
百
万
円
の
契
約
額
の
中
で
、
周

辺
地
域
の
要
望
を
考
慮
し
、安
全
性
、

安
定
性
重
視
で
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

議
員
定
数
は
、
合
併
協
議
書
で
二

十
四
名
と
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

「
阿
波
市
議
会
議
員

政
治
倫
理
条
例
」
制
定
！

提
出
者
　
丸
若
　
祐
二

印鑑登録証の引き替えはお済みですか？
●引替期限 平成18年3月31日貊まで　　　●引替場所 阿波市市民課または各支所総合窓口課
●申 請 者 本人または同一世帯員もしくは代理人
●引替時に必要なもの ①旧町で発行した印鑑登録証（カード） ②窓口に引替に来る方の印鑑（認印可）

③窓口に来る方の本人確認ができるもの（運転免許証や保険証など）
※旧印鑑登録証を紛失された場合や登録印を変更したい場合は、新規登録の扱いになります。

【問い合わせ先】
阿波市役所市民課 蕁（０８８３）３５－７８００　　市場支所総合窓口課 蕁（０８８３）３６－５１１１
土成支所総合窓口課 蕁（０８８）６９５－２３１１　　吉野支所総合窓口課 蕁（０８８）６９６－３９６４

可
決
に
な
っ
た

議
員
提
出
議
案

阿
波
市
議
会
議
員
の
定
数

を
定
め
る
条
例

提
出
者
　
尾
花
健
二
・
長
瀬
安
雄

本
会
議
・
委
員
会
は

公
開
で
す
！！
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障
害
保
健
福
祉
施
策
は
、
平
成
十

五
年
度
か
ら
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
（
注
１
）
の
理
念
に
基
づ
い
て
導

入
さ
れ
た
支
援
費
制
度
に
よ
り
、
飛

躍
的
に
充
実
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
①
障
害
種
別
ご

と
に
縦
割
り
で
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ

れ
、
施
設
・
事
業
体
系
が
わ
か
り
に

く
く
使
い
に
く
い
こ
と
、
②
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
体
制
が
不
十
分
で
、
必
要

と
す
る
人
々
に
サ
ー
ビ
ス
が
行
き
届

い
て
な
い
こ
と
、
③
増
え
続
け
る
サ

ー
ビ
ス
利
用
の
た
め
の
財
源
確
保
が

困
難
で
あ
る
こ
と
な
ど
制
度
上
の
問

題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
十
八
年
四

月
に
、
障
害
者
自
立
支
援
法
と
い
う

新
し
い
制
度
が
制
定
さ
れ
ま
す
。

（
注
１
）
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

障
害
者
な
ど
が
社
会
か
ら
隔
離
さ
れ

て
保
護
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
地
域
社

会
の
中
で
、
社
会
の
一
員
と
し
て
他
の

人
々
と
と
も
に
生
活
し
て
い
く
こ
と
が

正
常
で
あ
る

と
い
う
福
祉

の
基
本
理
念
。

《
障
害
者
施
策
サ
ー
ビ
ス
を
一
元
化
》

○
身
体
・
知
的
・
精
神
の
障
害
種
別

に
か
か
わ
ら
ず
共
通
の
制
度
に
よ
り

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

○
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
主
体
を
市
町
村

に
一
元
化
し
ま
す
。

《
利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
体
系
に

再
編
》

○
サ
ー
ビ
ス
体
系
を
、
機
能
に
注
目

し
て
再
編
・
強
化
し
ま
す
。

○
規
制
緩
和
を
進
め
既
存
の
社
会
資

源
の
活
用
を
図
り
ま
す
。

《
支
給
決
定
の
仕
組
み
を
透
明
化
・

明
確
化
》

○
支
援
の
必
要
度
合
い
に
応
じ
て
サ

ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
、
利
用

に
関
す
る
手
続
き
や
基
準
を
透
明

化
・
明
確
化
し
ま
す
。

《
就
労
支
援
を
抜
本
的
に
強
化
》

《
費
用
負
担
の
見
直
し
》
な
ど

こ
の
新
し
い
制
度
は
…

障
害
の
あ
る
人
々
の

自
立
を
支
え
ま
す
。

蛞

サ
ー
ビ
ス
費
用
の
原
則
一
割
の
定

率
負
担
と
な
り
ま
す
。

次
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す
。

（
所
得
等
に
応
じ
た
上
限
額
）

●
所
得
を
判
断
す
る
際
の
世
帯
範
囲

は
、
住
民
基
本
台
帳
で
の
世
帯
が
原

則
で
す
が
、
住
民
票
で
同
じ
世
帯
と

な
っ
て
い
て
も
税
制
と
医
療
保
険
で

被
扶
養
者
で
な
け
れ
ば
、
障
害
の
あ

る
方
と
そ
の
配
偶
者
を
別
世
帯
の
扱

い
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

障
害
者
自
立
支
援
法
四
月
に
施
行
！

輊
障
害
者
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
輅

利
用
者
負
担

①
月
額
負
担
上
限
額

自 立 支 援 法 に よ る サ ー ビ ス 
市　町　村 

自立支援給付 

障害者・児 

地域生活支援事業 

支援 

都 道 府 県 

○居宅介護　○重度訪問介護 
○行動援護　○児童デイサービス 
○短期入所　○療養介護 
○重度障害者等包括支援 
○生活介護　○施設入所支援 
○共同生活介護（ケアホーム） 

訓練等給付 

○自立訓練（機能・生活訓練） 
○就労移行支援 
○就労継続支援 
○共同生活援助（グループホーム） 

○（旧）更生医療 
○（旧）育成医療 
○（旧）精神通院公費 

自立支援医療等 

補　装　具 

○相談支援　○コミュニケーション支援　○日常生活用具　○移動支援　○地域活動支援　等 

○専門性の高い相談支援　○広域的な対応が必要な事業　○人材育成　等 

介 護 給 付 

生活保護受給世帯 生活保護 0円 

世帯の収入状況 区　分 月額負担上限額 

15,000円 

24,600円 

37,200円 

低所得1

低所得2

一 般  市民税課税世帯 

市民税非課税世帯で、サービスを利用する
ご本人の収入が80万円以下の方 

市民税非課税世帯 
例）3人世帯で障害基礎年金1級受給の場
合、概ね300万円以下の収入 

例）単身世帯で障害基礎年金以外の収入
が概ね125万円以下の収入 

障害者自立支援法４月に施行！
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●
入
所
施
設
（
二
十
歳
以
上
）
や
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
利
用
す
る
場
合
、

預
貯
金
等
が
三
百
五
十
万
円
以
下
で

あ
れ
ば
、
定
率
負
担
の
個
別
減
免
が

行
わ
れ
ま
す
。

●
通
所
サ
ー
ビ
ス
、
入
所
施
設
等

（
二
十
歳
未
満
）、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
に

つ
い
て
社
会
福
祉
法
人
等
が
提
供
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
場
合
、
施

行
後
三
年
間
は
経
過
措
置
と
し
て
、

収
入
や
資
産
が
一
定
以
下
で
あ
れ

ば
、
社
会
福
祉
法
人
の
減
免
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

●
同
じ
世
帯
の
中
で
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
人
が
複
数
い
る
場

合
や
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
て
い
る
人
が
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
し
た
場
合
で
も
、
四
区
分

①
の
月
額
負
担
上
限
額
は
変
わ
ら

ず
、
こ
れ
を
超
え
た
分
が
高
額
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
費
と
し
て
支
給
さ
れ

ま
す
。（
償
還
払
い
方
式
）

●
入
所
施
設
の
食
費
・
光
熱
水
費
の

実
費
負
担
に
つ
い
て
、
施
設
ご
と
に

額
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

が
、
低
所
得
者
に
対
す
る
給
付
の
際

に
は
、
施
設
に
お
け
る
費
用
の
基
準

を
設
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

（
五
万
八
千
円
程
度
を
想
定
）、
二
十

歳
以
上
で
入
所
施
設
を
利
用
す
る
場

合
食
費
・
光
熱
水
費
の
実
費
負
担
を

し
て
も
、
少
な
く
と
も
手
元
に
二
万

五
千
円
が
残
る
よ
う
に
補
足
給
付
が

行
わ
れ
ま
す
。

●
二
十
歳
未
満
で
入
所
施
設
を
利
用

す
る
場
合
、
地
域
で
子
ど
も
を
養
育

す
る
世
帯
と
同
様
の
負
担
（
そ
の
他

生
活
費
二
万
五
千
円
を
含
め
て
低
所

得
世
帯
で
五
万
円
、
一
般
世
帯
で
七

万
九
千
円
）
と
な
る
よ
う
に
補
足
給

付
が
行
わ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
十
八

歳
未
満
の
場
合
に
は
、
教
育
費
相
当

分
と
し
て
九
千
円
が
加
算
さ
れ
ま

す
。

●
通
所
施
設
等
で
は
、
施
行
後
三
年

間
低
所
得
の
場
合
、
食
材
料
費
の
み

の
負
担
と
な
る
た
め
三
分
の
一
の
負

担
と
な
り
ま
す
。（
月
二
十
二
日
利

用
の
場
合
、
約
五
千
百
円
）

●
こ
う
し
た
負
担
軽
減
策
を
講
じ
て

も
、
定
率
負
担
や
食
費
等
を
負
担
す

る
こ
と
に
よ
り
、
生
活
保
護
の
対
象

と
な
る
場
合
に
は
、
生
活
保
護
の
対

象
に
な
ら
な
い
額
ま
で
定
率
負
担
の

月
額
上
限
額
を
引
き
下
げ
る
と
と
も

に
、
食
費
等
実
費
負
担
も
引
き
下
げ

ま
す
。

②
個
別
減
免

③
社
会
福
祉
法
人
減
免

④
同
世
帯
で
複
数
の
サ
ー
ビ

ス
利
用

⑤
食
費
等
実
費
負
担
の
軽
減

措
置

⑥
生
活
保
護
へ
の
移
行
防
止
策

障害者自立支援法４月に施行！

支 給 決 定 の 手 続 き 

平
成
十
八
年
四
月
に
新
体
系
に
移
行 

●支給決定にあたり、障害の程度などを調査します。 
●審査会において、障害福祉に関する有識者の方々の意見を伺い決定します。 

●
支
給
認
定
の
手
続
き
を
共
通
化 

●
利
用
者
負
担
の
仕
組
み
を
共
通
化 

●
指
定
医
療
機
関
制
度
の
導
入 

●
医
療
の
内
容
や
、支
給
認
定
の
実
施
主
体
に

つ
い
て
は
現
行
ど
お
り 

＊
精
神
、育
成
蚯
都
道
府
県 

　
更
生
　
　
蚯
市
町
村 

○現在、支援費サービスを受けている方は、9月までの間は従来どおり利用できます。 
○10月以降のサービス利用のためには新たな支給決定が必要です。 

《新たな支給決定手続き》 

〈施設サービスは新たな体系に移行した施設を利用する方から〉 

障害程度区分認定調査項目（106項目） 

現 　 　 行 

見 直 し 後 

公費負担医療 

①障害者の 
　心身の状況 

②社会活動や 
　介護者、居住 
　等の状況 

③サービスの 
　利用意向 

④訓練・就労に 
　関する評価 

一次判定（市町村） 

介護給付を希望する場合 
訓練等給付を 
希望する場合 

二次判定（審査会） 

障害程度区分の認定 

勘案事項調査項目 
○地域生活○就労○日中活動○介護者○居住など 

サービスの利用意向の聴取 

暫定支給決定 

訓練・就労評価項目蛯個別支援計画 

審査会の意見聴取 

支　給　決　定 

医師の 
意見書 

精

神

通

院

医

療

 

（
精
神
保
健
福
祉
法
） 

更

生

医

療

 

（
身
体
障
害
者
福
祉
法
） 

育

成

医

療

 

（

児

童

福

祉

法

） 

自立支援医療制度 
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障害者自立支援法４月に施行！

自立支援医療の対象者、自己負担の概要 

生活保護 

負担0円 

低所得1

一定所得以下 中間所得層 一定所得以上 

負担上限月額 

2,500円 

低所得2

中間所得 

育成医療の経過措置 

高額治療継続者（「重度かつ継続」） 

負担上限月額 ： 医療保険の自己負担限度 

負担上限月額 

負担上限月額 
10,000円 

中間所得層1

5,000円 
負担上限月額 

中間所得層2

10,000円 
負担上限月額 

一定所得以上 

一定所得以上公
費負担の対象外 
医療保険の負担
割合・負担限度額 

（重継） 

20,000円 
負担上限月額 

負担上限月額 
40,200円 

5,000円 

生活保護世帯 市民税非課税 
本人収入≦80万 

市民税非課税 
本人収入＞80万 

市民税＜2万 
（所得割） 

2万≦市民税＜20万 
（所得割） 

20万≦市民税 
（所得割） 

福祉サービスの体系はこう変わります（平成18年10月から） 

（注）表中の「身」は「身体障害者」、「知」は「知的障害者」、「精」は「精神障害者」、「児」は「障害児」のこと 
です。 

居
宅
サ
ー
ビ
ス 

介
　
護
　
給
　
付 

訓
練
等
給
付 

地
域
生
活
支
援
事
業 

施

設

サ

ー

ビ

ス 

ホームヘルプ（身・知・児・精） 

デイサービス（身・知・児・精） 

ショートステイ（身・知・児・精） 

グループホーム（知・精） 

重症心身障害児施設（児） 

療護施設（身） 

更生施設（身・知） 

授産施設（身・知・精） 

福祉工場（身・知・精） 

通勤寮（知） 

福祉ホーム（身・知・精） 

生活訓練施設（精） 

居宅介護（ホームヘルプ） 

重度訪問介護 

行動援護 

重度障害者等包括支援 

児童デイサービス 

短期入所（ショートステイ） 

療養介護 

生活介護 

障害者支援施設での夜間ケア等（施設入所支援） 

共同生活介護（ケアホーム） 

自立訓練（機能訓練・生活訓練） 

就労移行支援 

就労継続支援（雇用型・非雇用型） 

共同生活援助（グループホーム） 

移動支援 

地域活動支援センター 

福祉ホーム 

現 行サ ービス 新 サ ー ビ ス サ
ー
ビ
ス
は
、
個
々
の
障
害
の
あ
る
人
々
の
障
害
程
度
や
勘
案
す
べ
き
事
項
（
社
会

活
動
や
介
護
者
、
居
住
等
の
状
況
）
を
ふ
ま
え
、
個
別
に
支
給
決
定
が
行
わ
れ
る
「
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
と
、
市
町
村
の
創
意
工
夫
に
よ
り
、
利
用
者
の
方
々
の
状
況
に
応

じ
て
柔
軟
に
実
施
で
き
る
「
地
域
生
活
支
援
事
業
」
に
大
別
さ
れ
ま
す
。

「
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
は
、
介
護
の
支
援
を
受
け
る
場
合
に
は
「
介
護
給
付
」、
訓

練
等
の
支
援
を
受
け
る
場
合
は
「
訓
練
等
給
付
」
に
位
置
付
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
、
利

用
の
際
の
プ
ロ
セ
ス
が
異
な
り
ま
す
。

※
サ
ー
ビ
ス
に
は
期
限
の
あ
る
も
の
と
、
期
限
の
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
有
期
限
で

あ
っ
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
支
給
決
定
の
更
新
（
延
長
）
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

1.対象者
従来の精神通院医療、育成医療、更生医療の対象となる方と同様の疾病を有する者（一定所得以上の者を除く）。
（対象疾病は従来の対象疾病の範囲どおり）
2.給付水準
自己負担については原則として医療費の１割負担（ 部分 ）。
ただし、世帯の所得水準等に応じてひと月当たりの負担に上限額を設定。
また、入院時の食費（標準負担額相当）については原則自己負担。

○平成１８年１０月から利用者負担がサービス費用の原則１割の定率負担となります。
（所得の低い方については軽減措置があります）

【問い合わせ先】 阿波市長寿障害福祉課（健康福祉部福祉事務所） 蕁（0883）36－6812

補　装　具 



広報阿波 2006.313

阿波市では、平成１８年度から光ケーブルによる
ケーブルテレビの整備を行い、各加入者のご家庭へ
向けた放送を開始します。これに関して市民の皆様
のご意見をお聞きし、放送運営および番組に反映さ
せるため、「放送番組審議会」委員を公募します。
●募集人員　４名（男２名、女２名）
●応募資格　満１８歳以上の市内在住の方

（平日の協議会に出席できること。）
●募集期間　平成１８年３月１日貉～

平成１８年３月１７日貊（消印有効）
【資料の請求、問い合わせ先】
〒７７１－１７９２　阿波市東原１７３番地
阿波市役所 情報ネットワーク課 地域情報係
蕁（０８８３）３５－４１１４　蕭（０８８３）３５－７４２２

現在、水道課の事務所は阿波市役所本庁で業務を
行っておりますが、平成１８年４月より阿波市市場
支所へ移転します。詳しくは、４月号でお知らせし
ます。
【問い合わせ先】阿波市水道課

蕁（０８８３）３５－７８０１

徳島県知事から、県政の方向性等をお示しするとともに、

直接、県民の皆さんの生の声をお聴きし、コミュニケーシ

ョンを図りながら、「オンリーワン徳島」を目指して、県民

の皆さんと一緒に県政をつくっていきたいと考えています。

「しゃべり場とくしま」に参加して、県政全般について、

知事と気軽に意見を交換しませんか！！

●日　時　平成18年3月25日貍 午後2時30分～

●場　所　市場総合福祉センター　大会議室

（阿波市北分60番地 市場中学校の東隣）

●定　員　会場参加者 100名程度

※申し込みは不要です。

●対　象　阿波市にお住まいの方は、どなたでも自由に参

加いただけます。

【問い合わせ先】

県庁秘書課　広報広聴担当

〒７７０－８５７０（住所記載不要）

蕁（０８８）６２１－２０２１　蕭（０８８）６２１－２８２３

mail：talkgove@mail.pref.tokushima.lg.jp

「放送番組審議会」委員を
公募します 知事と一緒に 

参加者募集中！！ 

阿波市の皆さん 

P

P

阿波市議会議員一般選挙 

　選挙当日に、仕事・レジャー・冠婚葬祭などで投票所にいくことができないと見込まれる方は、次の
場所で期日前投票ができます。　※（注意）指定地区以外の期日前投票所では投票できません。 

●期　間　3月13日豺～3月18日貍 
●時　間　午前8時30分～午後8時 
●期日前投票所  《阿波地区・市場地区の方は》…阿波農村環境改善センター（市役所北側） 
　　　　　　　  《土成地区・吉野地区の方は》…土成コミュニティセンター（土成支所西側） 
「投票所入場整理券」がお手元に届いている場合はご持参ください。 

【問い合わせ先】  〒771－1792  阿波市東原173番地　阿波市選挙管理委員会  蕁（0883）35－7874

投票日3月19日豸  午前7時から午後8時まで  《議員の定数は22人です》 

《阿波地区・市場地区の期日前投票所》 《土成地区・吉野地区の期日前投票所》 

農村環境 
改善 
センター 

土成 
コミュニティ 
センター 

市役所 

図書館 

P

P

CATV

土成 
支所 

土成 
歴史館 

図
書
館 

土
成 

ト
レ
ー
ニ
ン
グ 

セ
ン
タ
ー 

阿波銀行阿波支店 

N N

阿波市水道課の事務所移転
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お し ら せ
●
保
険
税
は
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う

保
険
税
は
み
な
さ
ん
の
医
療
を
支
え
る
大
切

な
財
源
で
す
。
保
険
税
は
納
期
内
に
き
ち
ん
と

納
め
、
国
保
の
健
全
運
営
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

納
め
な
い
で
い
る
と
、
い
ろ
い
ろ
な
措
置
を
受

け
、
不
利
益
が
生
じ
ま
す
。
ど
う
し
て
も
納
め

る
の
が
む
ず
か
し
い
と
き
は
、
国
保
の
窓
口
に

相
談
く
だ
さ
い
。

●
保
険
税
の
納
付
が
む
ず
か
し
い
と
き

災
害
に
遭
っ
た
り
、
特
別
な
事
情
で
保
険
税

の
納
付
が
困
難
な
と
き
は
、
申
請
に
よ
り
分
割

納
付
な
ど
が
み
と
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
早
め
に
国
保
の
窓
口
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
保
険
税
を
納
め
な
い
で
い
る
と
、

こ
ん
な
不
利
益
が
・
・
・

一
、
督
促

納
付
の
期
限
を
過
ぎ
る
と
督
促
を
受
け
ま

す
。

二
、
短
期
被
保
険
者
証
の
交
付

「
短
期
被
保
険
者
証
」
を
交
付
さ
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
有
効
期
間
が
短
い
被

保
険
者
証
な
の
で
、
何
度
も
更
新
手
続
き
が

必
要
で
す
。

三
、
保
険
証
の
返
却

保
険
証
を
返
却
し
て
い
た
だ
き
、
か
わ
り

に
「
被
保
険
者
資
格
証
明
書
」
が
交
付
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
で
受
診
す
る
と
き
は
、
い
っ
た

ん
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

四
、
保
険
給
付
の
差
し
止
め

国
保
の
給
付
が
全
部
ま
た
は
一
部
差
し
止

国
民
健
康
保
険
税
納
付
に
つ
い
て

め
ら
れ
ま
す
。

●
保
険
税
の
納
付
は
口
座
振
替
が
安
心
・
便
利

で
す

「
う
っ
か
り
し
て
保
険
税
の
納
付
を
忘
れ
た
」

「
忙
し
く
て
期
限
が
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
」。
こ
ん

な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
口
座
振
替
に
す
る

と
、
保
険
税
は
指
定
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
き

落
と
さ
れ
、
翌
年
も
継
続
さ
れ
る
の
で
安
心
で

す
。
保
険
税
の
納
付
は
、
便
利
な
口
座
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

＊
申
し
込
み
に
は
、

納
税
通
知
書
、
預
金
通
帳
、
通
帳
届
け
出
の

印
か
ん
が
必
要
で
す
。
こ
れ
ら
を
持
参
し
て
、

市
区
町
村
指
定
の
金
融
機
関
で
手
続
き
を
し
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
波
市
保
険
年
金
課

蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
七
八
〇
五

平
成
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
、
阿
波
市
国
民

健
康
保
険
被
保
険
者
証
が
変
わ
り
ま
す
。
そ
れ

に
伴
い
、
今
月
下
旬
頃
に
新
し
い
被
保
険
者
証

を
郵
送
し
ま
す
。

郵
送
方
法
は
「
配
達
記
録
」
郵
便
で
す
。
郵

便
局
員
さ
ん
が
配
達
し
、
ご
家
族
の
方
の
署
名

あ
る
い
は
認
印
が
必
要
で
す
。
内
容
を
ご
確
認

い
た
だ
き
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

尚
、
平
成
十
七
年
度
の
被
保
険
者
証
に
つ
き

ま
し
て
は
、四
月
一
日
以
降
は
使
用
出
来
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
波
市
保
険
年
金
課

蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
七
八
〇
五

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

送
付
に
つ
い
て

平成18年度の国民年金保険料は月額13,860円です。国民年金保険料は、支払の手間や時間が省ける「口座振替」

が便利です。また、保険料を「前納」すると割引があります。

国民年金 ～国民年金保険料は口座振替で前納するとおトクです～

①保険料の前納を口座振替にすると割引額が増えおトクです。一年分の保険料（１６６,３２０円）を

○現金前納すると…2,950円の割引（6カ月前納なら680円割引）

○口座振替前納すると…3,490円の割引（6カ月前納なら940円割引）

口座振替日は４月末日（本年は４月３０日が休日のため５月１日）です。

申請は口座をお持ちの金融機関・郵便局や社会保険事務所でできますが、平成１８年４月からの１年前納または

６カ月前納については、平成１８年３月末日までに社会保険事務所での登録処理が必要ですので、３月中旬以降に

申請される場合は３月２０日頃までに、社会保険事務所に提出されるようお願いします。

②毎月の口座振替も早割（当月保険料の当月末引落し）にすれば割引がありおトクです。

口座振替を早割にすると保険料が月50円割引になります。（平成１８年４月分から）

早割を申請すると、翌月末の初回口座振替時に、２カ月分の保険料（申請月分の定額保険料と申請翌月分の割引

された保険料）が引き落とされ、その後毎月の保険料が割引額で引き落とされます。

口座をお持ちの金融機関・郵便局や社会保険事務所で申請できます。引き落としを希望する前月末日までに社会

保険事務所での登録処理が必要ですので、引き落とし希望の前月２０日頃までに社会保険事務所に提出されるよう

申請ください。

（すでに口座振替前納や早割をされている方（申請済みの方）は改めて申請する必要はありません。）

（半額免除の承認を受けている方は早割での口座振替のご利用はできません。）

【問い合わせ先】 阿波市保険年金課　蕁（０８８３）３５－７８０５



平
成
十
八
年
四
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
が
見
直
さ
れ
、
介
護
が
必
要
に
な
り
そ
う
な
方
、
ま
た
は
、

状
態
の
維
持
・
改
善
が
見
込
め
る
方
に
は
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

介
護
予
防
や
地
域
の
総
合
的
相
談
の
拠
点
と
し
て
、
新
し
く
「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置

さ
れ
ま
す
。

日
常
生
活
を
自
分
で
送
る
の
に
困
り
、
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
時
に
は
、
阿
波
市
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
阿
波
市
市
場
支
所
一
階
（
阿
波
市
上
野
段
三
八
五
の
一
）

蕁（
〇
八
八
三
）
三
六
―
六
五
四
三
（
平
成
十
八
年
四
月
一
日
よ
り
）
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お し ら せ

阿
波
市
に
お
け
る
各
種
税
金
、
使
用
料
、
保
険
料
、

保
育
料
等
の
納
付
に
つ
い
て
、
口
座
振
替
を
ご
利
用

の
皆
さ
ん
は
平
成
十
八
年
度
（
四
月
一
日
）
か
ら
、

振
替
日
が
次
の
よ
う
に
変
更
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
こ
の
こ
と
に
関
し
て
の
変
更
手
続
き
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

☆
納
期
月
の
末
日
（
金
融
機
関
な
ど
が
休
業
日
の
場

合
は
、
翌
営
業
日
）

（
＊
た
だ
し
、
十
二
月
に
つ
い
て
は
振
替
日
、
納
期
と

も
二
十
五
日
）

な
お
、
水
道
使
用
料
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
の

振
替
日
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
波
市
会
計
課
蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
七
八
〇
二

ま
た
は
各
担
当
課
ま
で
。

納　期　月 
6月・9月・12月 
5月 
5月・7月・11月 
7月・8月・10月・11月・2月 
毎月 
毎月 
毎月 
偶数月 
毎月 
6月・9月・12月・3月 
毎月 
毎月 

項　　　目 
市県民税 
軽自動車税 
固定資産税 
国民健康保険税 
市営住宅使用料 
農業集落排水施設使用料 
住宅貸付金償還金 
介護保険料 
保育所保育料 
CATV使用料ICN 
CATV使用料DHK 
土成中央幼稚園保育料等 

口
座
振
替
日
変
更
に
つ
い
て

●
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は

《

阿
波
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

》

国
、
地
方
を
通
じ
た
大
変
厳
し
い

財
政
状
況
の
中
で
、
阿
波
市
は
新
し

い
「
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
、

昨
年
四
月
一
日
に
誕
生
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
合
併
し
て
も
最
近
の
経

済
情
勢
等
か
ら
み
て
市
税
収
入
は
減

少
し
、
国
の
方
針
に
よ
り
補
助
金
は

削
減
さ
れ
、
ま
た
、
大
き
な
収
入
源

の
地
方
交
付
税
も
毎
年
減
額
さ
れ
て

い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
本
市
に
と
っ

て
税
収
入
や
使
用
料
等
の
自
主
財
源

の
収
入
増
を
図
る
べ
く
、
本
年
二
月

一
日
に
「
阿
波
市
市
税
等
収
納
率
向

上
対
策
本
部
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

今
後
、
未
納
や
滞
納
等
に
つ
い
て

の
徴
収
業
務
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
を
進
め
る
所
存
で
ご
ざ
い

ま
す
。

ど
う
か
、
市
民
の
み
な
さ
ま
に
は

主
旨
を
十
分
に
ご
理
解
い
た
だ
き
ま

し
て
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
致
し
ま
す
。

二
月
は
介
護
保
険
料
第
五
期
の
納

期
で
し
た
。
ま
だ
納
付
さ
れ
て
い
な

い
方
は
早
急
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。
納
付
の
な
い
場
合
は
、
督
促
の

対
象
及
び
給
付
制
限
の
対
象
と
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
お
気
を
付
け

く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
波
市
介
護
保
険
課

蕁（
〇
八
八
三
）
三
六
―
六
八
一
四

「
阿
波
市
市
税
等
収
納
率
向

上
対
策
本
部
」
を
設
置
！

納税等は便利で確実な口座振替を！
納期ごとに市役所や金融機関などに出かけなくても、

あなたが指定する預貯金口座から自動振替が利用できます。

地域支援 
事　業 

新しい介護 
保険制度 

高　齢　者 

　元気な人がなるべく要介護にならないように、また要介護になっ
てからも地域で自立した生活が送れるように、平成18年度から「新
しい介護保険制度」と「地域支援事業」の2本柱で、高齢者を連続的
に支えていくことになりました。 

介護や支援を必要とする人 
（介護保険の対象者） 

元気な 
高齢者は 

一般向けの 
介護予防事業 

○健康教室 
○健康相談 
○食生活改善事業  等 

○介護予防 
　事業 
○通所型 
　サービス 
○訪問型サービス 
　　　　　　　　等 

介護予防通所介護 
○運動器の機能向上 
○栄養改善 
○口腔機能向上 
○アクティビティ 
介護予防訪問介護 
　　　　　　　　等 

「要支援予備群」 
向けの介護予防 
プログラム 

介護予防サー 
ビス（介護予防 
給付） 

介護サービス 
（介護給付） 

生活機能の
低下により要
支援へ移行
する危険性
のある人は 

生活機能の
低下が軽く、
改善する可
能性の高い
人は 
（要支援1・2） 

生活機能の
低下が中・重
度で介護サ
ービスが適
切な人は 
（要介護1～5） 

忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

〜
元
気
な
人
か
ら
要
支
援
・
要
介
護
の
人
ま
で
〜

地
域
で
し
っ
か
り
支
え
て
い
き
ま
す

介護保険制度が変わります
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阿波市では、平成１８年４月１日現在において市内にお住まいの母子家庭等の児童が、小学校及び中学校入学時に
お祝い金を支給します。
●お祝金の額 小学校（盲・ろう・養護学校の小学部を含む）入学時　 ８,０００円

中学校（盲・ろう・養護学校の中学部を含む）入学時　１０,０００円
●受付窓口 福祉事務所子育て支援課、本所市民課、吉野・土成各支所総合窓口課
●受付期間 ３月１日から３月３１日（引き続き阿波市に住まれる方）
●持参物 印鑑、銀行または農協の通帳
●支給対象者 次の１または２に該当する児童を養育している方

１. 母の監護を受けている母子家庭の児童
２. 父母のいずれの監護も受けることができないため、父母以外の養育者の監護を受けている児童

なお、入学祝金は、養育者からの申請により支給することとなっていますので、お早めに手続きをおすませください。
※母子家庭とは配偶者と死別した女子で現に婚姻していない方及び次に掲げる方が児童を扶養している家庭をいいます。

盧離婚した女子であって現に婚姻していない者
盪配偶者の生死が引き続き１年以上明らかでない女子
蘯配偶者から引き続き１年以上遺棄されている女子
盻配偶者が法令により引き続き１年以上拘禁されているため、その扶養を受けることができない女子
眈配偶者が国民年金法（昭和３４年法律第１４１号）による障害等級の２級以上に相当する精神または身体障害に
より労働力を失っている女子

眇婚姻によらないで母となった女子であって現に婚姻をしていない者
【問い合わせ先】 阿波市福祉事務所（市場支所）子育て支援課児童母子福祉係　蕁（０８８３）３６－６８１３

母子家庭等入学祝金支給のお知らせ

スポーツ安全保険のご案内 
　5名以上の団体でご加入ください。団体活動中と往復途中の事故を対象とします。 

●平成18年4月1日から平成19年3月31日まで 

【問い合わせ先】  譛スポーツ安全協会徳島県支部蕁（088）655－3660または、阿波市教育委員会体育文化振興課蕁（088）696－3969

団
体 

加入区分 

A 500円 2,000万円 

2,100万円 

100万円 

1,000万円 

2,000万円 

2,000万円 

600万円 

2,000万円 

500万円 

3,000万円 

3,150万円 

150万円 

1,500万円 

3,000万円 

3,000万円 

900万円 

3,000万円 

750万円 

4,000円 

5,000円 

1,000円 

2,500円 

4,000円 

4,000円 

1,800円 

4,000円 

1,800円 

1,500円 
突然死 
 
 

160万円 

2,000円 

500円 

1,000円 

1,500円 

1,500円 

1,000円 

1,500円 

1,000円 

500円 

800円 

1,050円 

1,000円 

1,500円 

1,500円 

9,000円 

AC

C

A

B

C

D

AW 
子ども 
ワイド 

対象範囲 共　済 
見舞金 

対象と 
なりません 

賠償責任保険 
（支払限度額） 

保　　険　　金　　額 

傷　害　保　険 

死　亡 後遺障害（最高） 入院（1日につき） 通院（1日につき） 

掛　金 

子
ど
も
の
団
体 

大
人
の
団
体 

中学生以
下の方が
ご加入で
きます。 

中学生以下の子
ども 
スポーツ活動を 
行わない大人 
（高校生以上） 

団体活動中と
その往復中 
（学校管理下を除く。） 

身体賠償 
1人　　1億円 
1事故　5億円 
財物賠償 
1事故　500万円 
（各免責1,000円） 

身体賠償 
1人　　1億円 
1事故　5億円 
財物賠償 
1事故　500万円 
（各免責1,000円） 

身体賠償 
1人　　1億円 
1事故　5億円 
財物賠償 
1事故　500万円 
（各免責1,000円） 

上記補償に 
身体・財物賠償合算 
1事故　500万円 

を加算 

身体賠償、 
財物賠償合算 
1事故　500万円 
（免責1,000円） 

団体活動中と
その往復中 
（学校管理下を除く。） 

団体活動中と
その往復中 
（学校管理下を除く。） 

団体活動中と
その往復中 
（学校管理下を除く。） 

上記以外の個
人練習、個人
活動など 
（学校管理下を除く。） 

中学生以下の子
ども 

高校生以上の文
化活動団体 

高校生以上のス
ポーツ活動団体 

危険度の高いス
ポーツ活動団体 

老人クラブなど
の団体 

A、AW　　の子
どもと一緒にス
ポーツ活動を行
う大人（高校生
以上） 

子ども 
ワイド 

急性心不全 
脳内出血など （　　  ） 

突然死 
 
 

160万円 

急性心不全 
脳内出血など （　　  ） 

突然死 
 
 

160万円 

急性心不全 
脳内出血など （　　  ） 
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お し ら せ
Q．

ど
の
よ
う
な
時
に
農
業
委
員
会

の
手
続
き
が
必
要
な
の
か
。

A．

農
地
の
移
動
や
転
用
を
行
う
場

合
に
農
業
委
員
会
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
早
め
に
お
近
く
の
農

業
委
員
ま
た
は
、
農
業
委
員
会
事
務

局
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
申
請
が
必

要
か
ど
う
か
、
ま
た
必
要
な
場
合
は

提
出
し
な
い
と
い
け
な
い
書
類
に
つ

い
て
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

Q．

農
地
を
買
っ
て
農
業
経
営
の
規

模
拡
大
を
し
た
い
の
で
す
が
。

A．

農
地
を
農
地
と
し
て
所
有
権
移

転
す
る
場
合
は
、「
農
地
法
第
三
条
」

な
く
許
可
は
い
り
ま
せ
ん
。
温
室
、

畜
舎
、
作
業
場
等
農
業
経
営
上
必
要

な
施
設
に
転
用
す
る
場
合
に
は
、
そ

の
面
積
が
二
ア
ー
ル
（
二
百
裃
）
未

満
で
あ
れ
ば
許
可
は
い
り
ま
せ
ん

が
、
農
業
委
員
会
に
届
出
が
必
要
と

な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
波
市
農
業
委
員
会
事
務
局

蕁（
〇
八
八
）
六
九
五
―
五
三
八
四

●
な
ぜ
許
可
が
必
要
？

農
地
は
、
人
々
の
生
存
に
欠
か
せ

な
い
食
料
の
大
切
な
生
産
基
盤
で
す
。

と
く
に
、
耕
地
面
積
が
狭
い
う
え

に
人
口
が
多
い
わ
が
国
は
、
食
糧
自

給
率
も
低
く
、
優
良
な
農
地
は
大
切

に
守
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
農
地
の
転
用
に
は
農
地

法
で
一
定
の
規
制
が
か
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

●
対
象
と
な
る
農
地
は
？

す
べ
て
の
農
地
が
転
用
許
可
の
対

象
と
な
り
ま
す
。
地
目
が
農
地
で
あ

れ
ば
、
耕
作
が
さ
れ
て
い
な
く
て
も

農
地
性
（
農
地
と
し
て
活
用
で
き
る

状
態
）
が
あ
る
限
り
農
地
と
し
て
扱

わ
れ
ま
す
。

ま
た
、地
目
が
農
地
で
な
く
て
も
、

肥
培
管
理
が
さ
れ
て
い
れ
ば
農
地
と

見
な
さ
れ
ま
す
。

●
採
草
放
牧
地
は
？

採
草
放
牧
地
を
売
買
し
て
転
用
す

る
場
合
も
、
許
可
が
必
要
で
す
（
市

街
化
区
域
内
は
届
出
）。

●
一
時
的
な
農
地
転
用
は
？

農
地
を
一
時
的
な
資
材
置
き
場
、

作
業
員
仮
宿
舎
、
砂
利
採
取
場
な
ど

と
し
て
利
用
す
る
場
合
も
転
用
に
な

り
、
許
可
が
必
要
で
す
。

●
農
業
用
施
設
用
地
と
し
て
転
用
す

る
場
合
に
は
？

自
己
の
農
地
の
保
全
ま
た
は
利
用

上
必
要
な
施
設
（
耕
作
用
の
道
路
、

用
排
水
路
、
土
留
工
、
防
風
林
等
）

に
転
用
す
る
場
合
は
、
面
積
に
関
係

A．
転
用
目
的
で
農
地
を
買
っ
た
り
、

借
り
た
り
す
る
場
合
は
「
農
地
法
第

五
条
」
の
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で

す
。
転
用
許
可
の
要
件
と
し
て
は
、

農
地
法
第
四
条
の
場
合
と
同
じ
で
す

が
、
目
的
理
由
と
必
要
性
、
特
に
隣

接
の
農
地
に
被
害
が
な
い
か
ど
う
か

が
許
可
基
準
に
な
り
ま
す
。

Q．

農
地
法
第
四
条
・
第
五
条
の
転

用
申
請
前
に
確
認
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
す
か
。

A．

農
地
法
第
四
条
・
第
五
条
に
か

か
る
許
可
申
請
を
す
る
場
合
に
は
ま

ず
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
位

置
づ
け
ら
れ
て
い
る
農
用
地
に
つ
い

て
は
、
許
可
申
請
以
前
の
手
続
き
と

し
て
、
農
用
地
区
域
か
ら
除
外
す
る

申
請
を
し
て
県
知
事
の
同
意
を
得
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
申
請
す
る
農

地
が
、
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

農
用
地
で
あ
る
か
否
か
の
確
認
は
、

阿
波
市
農
政
課
（
蕁
〇
八
八
三
―
三

五
―
四
一
一
三
）
で
で
き
ま
す
の
で

お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
し
て
く
だ

さ
い
。

●
農
地
転
用
と
は
？

農
地
転
用
と
は
、
農
地
を
農
地
で

な
く
す
こ
と
、
す
な
わ
ち
農
地
に
区

画
形
質
の
変
更
を
加
え
て
住
宅
用
地

や
工
場
用
地
、
道
路
、
山
林
な
ど
の

用
地
に
転
換
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

の
許
可
が
必
要
で
す
。
こ
れ
に
は
い

く
つ
か
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ

り
ま
す
が
、
そ
の
中
で
重
要
な
の
は

下
限
面
積
が
旧
吉
野
町
は
三
十
ア
ー

ル
、
旧
阿
波
町
は
四
十
ア
ー
ル
、
旧

土
成
町
、
旧
市
場
町
は
五
十
ア
ー
ル

以
上
あ
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
市
外
在
住
者
の
方
が
農
地

を
取
得
す
る
場
合
は
同
じ
農
地
法
第

三
条
で
も
県
知
事
許
可
と
な
り
ま

す
。

※
下
限
面
積
と
は
、
権
利
を
取
得
し
よ

う
と
す
る
者
ま
た
は
そ
の
世
帯
員
が

取
得
後
に
お
い
て
耕
作
等
の
事
業
に

供
す
べ
き
農
地
等
の
合
計
面
積
の
こ

と
を
い
い
ま
す
。

Q．

自
分
で
自
分
の
農
地
を
転
用
す

る
場
合
は
、
ど
ん
な
手
続
き
が
必
要

で
す
か
。

A．

自
ら
の
農
地
を
自
ら
が
転
用

（
農
地
以
外
の
も
の
）
す
る
場
合
は
、

「
農
地
法
第
四
条
」
の
県
知
事
の
許

可
が
必
要
で
す
。
農
地
は
先
に
述
べ

た
よ
う
に
農
業
者
の
生
産
基
盤
を
維

持
す
る
と
い
う
立
場
か
ら
、
不
必
要

な
転
用
は
さ
せ
な
い
と
い
う
の
が
原

則
で
す
。
ま
た
、
そ
の
許
可
の
要
件

と
し
て
は
転
用
の
実
現
性
、
計
画
面

積
、
位
置
、
用
排
水
、
被
害
防
除
な

ど
が
適
当
で
あ
る
か
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

Q．

農
地
を
持
た
な
い
者
が
農
地
を

買
っ
た
り
、
借
り
た
り
し
て
転
用
す

る
場
合
は
、
ど
ん
な
手
続
き
が
必
要

で
す
か
。

農
地
は
私
た
ち
の
食
糧
を
生
産
す

る
う
え
で
と
て
も
重
要
な
役
割
を
も

っ
た
土
地
で
す
。
ま
た
、
農
業
を
行

う
人
に
と
っ
て
は
生
活
の
基
盤
で
あ

る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
農
地
法
で
は

農
地
の
売
買
や
、
農
地
転
用
に
一
定

の
ル
ー
ル
を
も
う
け
て
い
ま
す
。

最
近
「
農
地
の
取
得
や
貸
し
借
り

の
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
」「
農
地

転
用
の
や
り
方
が
わ
か
ら
な
い
」
等

の
ご
質
問
が
農
業
委
員
会
に
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
農
地
法
に

つ
い
て
質
問
形
式
で
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。 農

地
の
移
動
・
転
用
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ

農
地
の
移
転
・
転
用
Q
＆
A

（
な
く
そ
う
無
断
転
用
）

農
地
の
転
用
に
は

許
可
が
必
要
で
す
！

農
業
振
興
地
域
の
農
用
地
を

宅
地
・
雑
種
地
等
に
変
更
す
る

方
は
、
平
成
十
八
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
に
除
外
申
請
書
を
提

出
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
、
市
役
所
農
政
課

に
あ
り
ま
す
。

【
受
付
時
に
必
要
な
も
の
】

①
印
鑑

②
申
請
地
の
謄
本
及
び
公
図

③
申
請
地
の
位
置
図

④
そ
の
他
添
付
す
べ
き
書
類

【
問
い
合
わ
せ
先
】

阿
波
市
農
政
課
農
業
係

蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
四
一
一
三

農
政
課
よ
り
お
知
ら
せ

農
用
地
（
除
外
・
編
入
）

申
請
の
受
付
に
つ
い
て
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お し ら せ

生涯学習課よりお知らせ

映画「1リットルの涙」
上映のお知らせ

藍染・アートフラワー教室
「初心者コース」

●日　時 平成１８年３月２６日豸 午後２：００
●場　所 土成歴史館２階
●入　場 無　料

●日　時 ４月から９月の第２金曜日（月１回 計６回）
９：３０～１２：００
４／１４・５／１２・６／９・７／１４・８／１１・９／８

●場　所 吉野中央公民館
●講　師 吉岡　ミドリ
●受講料 無　料（材料費実費）
●対　象 一般成人 １０名（初めての方優先）

すぐに役立つ実用筆ペン講座
「初心者コース」

●日　時 ４月から９月の第１・３火曜日
（月２回 計１２回）９：３０～１１：００
４／１１.１８・５／９.１６・６／６.２０・７／４.１８
８／１.２２・９／５.１９

●場　所 吉野コミュニティセンター
●講　師 先山　明美
●受講料 無料（材料費実費）
●対　象 一般成人 １５名（初めての方優先）

阿波市では絵画・書道教室の受講生を募集しています。興味のある方、参加してみたい方は、直接講師先生に
ご連絡ください。

絵　画　教　室
●日　時 毎週土曜日　１３：３０～１７：００
●場　所 市場住民センター
●講　師 近藤　昇 先生

（エクス・アン・ブロヴァンス（仏）美術学校卒）
●連絡先 蕁（０８８）６４１－１３９８
●会　費 ２,０００円／月

書　道　教　室
●日　時 毎月第２・４金曜日　１７：１５～１９：００
●場　所 市場住民センター
●講　師 讃岐　浩史 先生
●連絡先 蕁（０８８）６９９－５５７９
●会　費 ２,０００円／月

この集いは阿波久勝公民館を拠点に活動して
いる趣味クラブの発表の場として開催します。
展示は、生け花、手芸、被服のリフォーム作

品等で芸能は、舞踊、詩吟、カラオケ等を発表
します。
見学は、どなたでもできますのでお気軽にお

越しください。
●と　き ３月２６日豸

午前１０時３０分から午後４時
●ところ 阿波久勝公民館２階

「久勝地区クラブ活動交流の集い」開催について軽自動車・バイク等の廃車手続きは3月末までに
軽自動車税は、毎年４月１日現在の所有者に課税さ

れます。
廃車する軽自動車・バイク等をお持ちの方や名義変

更の必要な方は、３月３１日貊までに（廃車・名義変更）
手続きを済ませてください。手続きが４月に入ります
と、平成１８年度分の課税対象となりますのでご注意く
ださい。
【問い合わせ先】 阿波市市民税課軽自動車税係

蕁（０８８３）３５－７８１０
＊軽自動車税の納付は、安心・便利な口座振替をご利用ください。

電話またはＦＡＸで申し込んでください。
【申し込み・問い合わせ先】 阿波市教育委員会生涯学習課（阿波市西条字大西６０番地１）

蕁（０８８）６９６－３９６８　蕭（０８８）６９６－３２７７
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場　　　所 
出口集会所 
川端商店前 
水田集会所 
スマイルショップモリ前 
JA板野郡農協土成支所前 
大塚歯科医院前 
薬王子神社前 
牧本勉氏宅前 
島田酒店前 
法林地辻 
松田誠一氏宅裏 
井上商店前 
吉岡一氏宅東側 
川田商店前 
旭集会所前 

時　　　間 
午前09：30～午前09：40 
午前09：50～午前10：10
午前10：20～午前10：40 
午前10：50～午前11：10 
午前11：20～午前11：40 
午後01：20～午後01：40 
午後01：50～午後02：20 
午後02：30～午後03：00 
午後03：10～午後03：30 
午後03：40～午後04：00 
午前09：30～午前09：45 
午前09：50～午前10：10 
午前10：15～午前10：30 
午前10：45～午前11：15 
午前11：30～午前11：45

場　　　所 
高畑・森川昭雄さん宅横 
案内神社 
昭和老人ルーム 
モア（美容室）東側 
広永会堂前 
阿北自動車教習所前 
JA板野郡農協柿島集荷場北 
上田組南・別所神社横 
小島強会館前 
十二柱神社 
岡ノ元公会堂 
五条団地集会所前 
梶本重機前 
北原会堂（福授庵）前 
姥御前会堂 

場　　　所 
午前　9：30～午前　9：45 
午前　9：55～午前10：25
午前10：35～午前10：55 
午前11：05～午前11：20 
午後　1：20～午後　1：35 
午後　1：45～午後　2：00 
午後　2：10～午後　2：40 
午後　2：50～午後　3：05 
午後　3：10～午後　3：20 
午後　3：30～午後　3：40 
午前　9：30～午前　9：40 
午前　9：45～午前　9：55 
午前10：05～午前10：15 
午前10：25～午前10：35 
午前10：45～午前10：55

月日 

月日 

①犬の登録手数料 〈1頭当り  3,000円〉　　②狂犬病予防注射手数料 〈1頭当り  3,000円〉 

③かむくせのある犬は、危険防止のため口輪等装着して注射を受けてください。 

④犬の体調が悪いとき、治療中の病気がある時は、あらかじめ獣医師に相談してください。 

飼　　い　　主 

住　　所 氏　名 
犬の名前 犬の種類 登録番号 毛　色 性  別 

雄・雌 

雄・雌 

犬の 
生年月日 電話番号 

犬の登録並びに狂犬病予防注射日程（時間厳守・雨天決行） 

※阿波地区・市場地区は 
　5月の予定です。 

キリトリセン 

新規登録の方は、この用紙をご利用ください。 

土
　
成
　
地
　
区 

４
月
１１
日（
火
曜
日
） 

４
月
１２
日（
水
曜
日
） 

４
月
２５
日（
火
曜
日
） 
４
月
２６
日（
水
曜
日
） 

場　　　所 
姥御前プール横 
旧ブックスセンターエース東・空き地 
井上工務店前 
新開地住宅会堂前 
藤原・旧村上商店前 
大竹児童遊園 
町口北・三木政男さん宅前 
町口南公園 
一条神社 
中央ふれあいセンター 
井ノ元・若宮神社前 
旧五条駐在所前駐車場 
大西老人憩の家前 
笠井福祉センター 
阿波市役所  吉野支所前 

場　　　所 
午前11：05～午前11：20 
午後　1：30～午後　1：40 
午後　1：50～午後　2：00 
午後　2：10～午後　2：20 
午後　2：30～午後　2：45 
午後　2：55～午後　3：10 
午前　9：30～午前　9：40 
午前　9：50～午前10：05 
午前10：15～午前10：30 
午前10：40～午前10：55 
午前11：05～午前11：20 
午後　1：30～午後　1：45 
午後　1：55～午後　2：10 
午後　2：20～午後　2：40 
午後　2：50～午後　3：20

月日 

４
月
２７
日（
木
曜
日
） 

４
月
２６
日（
水
曜
日
） 

場　　　所 
渋毛バス停 
一里松住宅 
同志集会所 
高尾バス停 
山王子集会所 
建布都神社 
椙尾神社 
JA板野郡農協本所前 
土成会堂前 
御所小学校前 
JA板野郡農協御所支所前 
吉田派出所前 
神田橋南 
宮川治氏宅西側 
土成図書館 

時　　　間 
午後01：30～午後01：45 
午後01：50～午後02：00
午後02：10～午後02：35 
午後02：40～午後02：55 
午後03：00～午後03：30 
午前　9：30～午前　9：50 
午前10：00～午前10：25 
午前10：30～午前10：50 
午前11：00～午前11：20 
午前11：30～午前11：50 
午後01：30～午後01：50 
午後02：00～午後02：25 
午後02：30～午後02：45 
午後02：55～午後03：15 
午後03：25～午後03：50

月日 

４
月
１３
日（
木
曜
日
） 

４
月
１２
日（
水
曜
日
） 

吉
　
野
　
地
　
区 

※担当者はいずれも藤江獣医師 

日頃は、犬害防止のため、格段のご協力をいただきありがとうございます。

さて、平成１８年度狂犬病予防注射の実施と飼い犬の登録を、下記の日程により実施しますので、

犬を飼っている方は、最寄りの場所で必ず受けられますようお願いいたします。

尚、すでに登録を受けている飼い犬は、狂犬病予防注射だけを受ければよいですが、新しく飼

い始めた犬や登録の出来ていない飼い犬は、登録と狂犬病予防注射が必要です。

飼い犬が死亡したときや犬の所在地が変わったとき、あるいは飼い主の住所の変更があったときなどは、そのたび

ごとに届け出が必要となっていますので、阿波市環境衛生課および各支所へ連絡してください。

【問い合わせ先】 阿波市環境衛生課　 蕁（０８８３）３５－７８０３　　市場支所地域振興課 蕁（０８８３）３６－５１１７
土成支所地域振興課 蕁（０８８）６９５－２３１２　　吉野支所地域振興課 蕁（０８８）６９６－３９６５

～犬の飼い主のみなさまへ～ 平成18年度狂犬病予防注射の実施と飼い犬の登録について（案内）

お し ら せ
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一
月
十
四
日
（
土
）
阿
波
市
柿
原
の
柿
原
ふ
れ
あ

い
会
館
で
は
、
第
六
回
会
館
文
化
祭
を
開
催
し
、

約
三
百
人
の
方
々
に
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
は
、
柿
原
小
学
校
と
の
共
催
で
し
た
が
、

今
年
は
柿
原
ふ
れ
あ
い
会
館
が
柿
原
ふ
れ
あ
い
ク

ラ
ブ
を
中
心
に
、
柿
原
小
学
校
・
教
育
委
員
会
生

涯
学
習
課
の
学
力
支
援
事
業
ぱ
あ
わ
ー
あ
っ
ぷ
と

そ
の
保
護
者
会
、
地
元
の
各
種
団
体
の
ご
協
力
を

い
た
だ
い
て
開
催
し
ま
し
た
。

柿
原
ふ
れ
あ
い
会
館
は
、
社
会
福
祉
事
業
法
を

よ
り
処
に
設
置
さ
れ
た
住
民
の
福
祉
の
向
上
、
人

権
啓
発
の
た
め
の
交
流
拠
点
施
設
で
あ
る
同
和
問

題
解
決
の
た
め
に
諸
事
業
、
諸
活
動
を
行
う
施
設

で
す
。

実
施
し
て
い
る
事
業
で
は
、
福
祉
の
視
点
で
文

化
教
養
講
座
、
健
康
増
進
事
業
、
職
業
、
健
康
、

教
育
、
人
権
の
各
相
談
事
業
を
開
設
し
、
ま
た
、

平
成
十
六
年
度
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
柿

原
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ
を
立
ち
上
げ
、
地
域
の
美
化

活
動
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り
、
町
の
活
性
化
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

文
化
祭
は
、
一
年
間
の
事
業
の
集
大
成
と
位
置

付
け
、
地
域
内
外
の
交
流
促
進
を
目
的
に
開
催
し

ま
し
た
。
講
座
生
を
始
め
、
幼
・
小
学
校
児
童
の

絵
画
、
習
字
、
ぱ
あ
わ
ー
あ
っ
ぷ
児
童
・
保
護
者
、

狭
山
差
別
裁
判
写
真
パ
ネ
ル
、
隣
接
の
授
産
施
設

れ
も
ん
の
作
品
等
々
の
展
示
を
し
ま
し
た
。
イ
ベ

ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
餅
つ
き
大
会
、
模
擬
店
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
人
権
紙
芝
居
、
ビ
ン
ゴ
ゲ

ー
ム
大
会
を
し
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、

柿
原
小
学
校
五
年
生
の
獅
子
舞
、
児
童
と
保
護
者

と
の
混
成
ダ
ン
ス
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

文
化
祭
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、「
共
に
考
え
」「
共
に

働
き
」「
共
に
喜
べ
る
集
い
に
し
よ
う
」
を
掲
げ
、
献

身
の
共
働
で
、
あ
い
に
く
の
雨
の
中
で
し
た
が
、
和

気
あ
い
あ
い
と
ふ
れ
あ
い
、
交
流
の
成
果
を
実
感
す

る
こ
と
が
で
き
た
と
関
係
者
一
同
喜
ん
で
い
ま
す
。

ご
協
力
、
ご
支
援
、
ま
た
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た

皆
様
に
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

柿
原
ふ
れ
あ
い
会
館
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た

個
人
の
尊
厳
と
男
女
平
等
の
確
立

「
だ
れ
も
が
そ
の
人
ら
し
く
」

「
み
ん
な
違
っ
て
、
み
ん
な
い
い
」

男
女
共
同
参
画
は
、
だ
れ
も
が

人
権
を
尊
重
さ
れ
、
そ
の
人
ら
し

く
伸
び
や
か
に
生
き
ら
れ
る
社
会

を
め
ざ
し
て
推
進
さ
れ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
暴
力
や
差
別
な
ど

を
受
け
る
こ
と
な
く
健
康
に
暮
ら

し
、
働
き
、
家
族
を
営
む
権
利
を

す
べ
て
の
人
が
本
来
持
っ
て
い
ま

す
。近

年
、「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
、
そ
う

は
思
わ
な
い
と
い
う
人
が
多
数
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
の
前
文
に
は
、
男

女
が
、「
性
別
に
か
か
わ
り
な
く
」、

個
性
と
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
、

責
任
を
分
か
ち
合
う
社
会
の
実
現

が
、
二
十
一
世
紀
の
日
本
を
決
定

す
る
「
最
重
要
課
題
」
と
う
た
わ

れ
て
い
ま
す
。
各
人
が
互
い
の
違

い
を
認
め
、
人
権
を
尊
重
し
合
い
、

だ
れ
も
が
型
に
は
め
ら
れ
ず
、
伸

び
や
か
に
活
躍
で
き
る
社
会
を
実

現
し
ま
し
ょ
う
。

男
女
共
同
参
画

基
本
理
念
と
は

お し ら せ

▲児童と保護者と
の混成ダンス

蜻餅つき大会

▲人権紙芝居
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◎こども映画会 
　14：00～15：50（阿波） 

吉野笠井図書館 
土成図書館 
市場図書館 
阿波図書館 

蕁（088）696－4686 
蕁（088）695－5385 
蕁（0883）36－6455 
蕁（0883）35－5101

◎こども映画会 
　14：00～14：34（阿波） 

◎古文書解読講座 
　10：00～（市場） 

◎ちぎり絵教室 
　13：00～（市場） 
◎おはなし会 
　15：00～15：30（吉野笠井） 
◎ベルの会のおはなし会 
　14：00～14：30（阿波） 

◎こども映画会 
　14：00～（市場） 

◎お話し会 
　英語のお話しタイム 
　13：30～（市場） 
◎おはなしひろば 
　10：30～11：00（土成） 

◎阿波市読書 
　振興協議会 
　9：40～（市場） 

◎ベルの会のおはなし会 
　14：00～14：30（阿波） 
◎ちぎり絵教室 
　13：00～（市場） 

◎歴史講座 
13：30～ 
（市場コミュニティセンター） 
 

◎ブックスタート 
〈3～4カ月健診対象児〉 
（吉野保健センターひまわり） 
 

◎ブックスタート 
〈3～4カ月健診対象児〉 
（阿波保健センター） 
 

休館日（全館） 

休館日（全館） 

休館日（全館） 

休館日（全館） 

◎阿波図書館よりお知らせ 

期　間　2月18日貍～3月19日豸 ※花かご押し花展 

日 

5

12

19

26

土 

11

4

18

25

月 

6

13

20

27

火 

7

14

21

28

水 

8

1

15

29

木 

9

16

30 31

22 23

金 

10

2 3

17

24

阿波市立図書館  3月のカレンダー 阿波市立図書館  3月のカレンダー 

資料整理日 
につき休館 
（全館） 

春分の日につき 
休館（全館） 

身
も
心
も
癒
す 

に 

み
な
さ
ん
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

の
ど
か
な
田
園
風
景
広
が
る
、
自
然
豊
か
な

阿
波
市
に
は
二
つ
の
公
営
温
泉
施
設
が
あ
る
こ

と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？

そ
れ
は
、
土
柱
休
養
村
温
泉
と
金
清
温
泉
白
鳥
荘
の
２
つ
で
す
。

土
柱
休
養
村
温
泉
は
大
浴
場
の
他
に
露
天
風
呂
や
サ
ウ
ナ
を
完
備
し
、

晴
れ
た
日
に
は
四
国
三
郎
吉
野
川
を
は
じ
め
、
阿
波
富
士
と
呼
ば
れ
る

「
高
越
山
」
を
眺
め
る
こ
と
が
で
き
気
分
爽
快
！
十
名
以
上
の
団
体
予
約

の
場
合
は
送
迎
バ
ス
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
金
清
温
泉
白
鳥
荘
は
静
か
な
山
間
、
金
清
自
然
公
園
の
中
に
あ

り
ま
す
。
公
園
内
の
池
に
は
白
鳥
の
群
れ
が
戯
れ
、
何
と
も
美
し
く
愛
ら

し
い
姿
で
お
客
様
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
食
事
を
兼
ね
た
入

浴
も
で
き
家
族
連
れ
の
方
に
お
す
す
め
で
す
。

ご
家
族
、
ご
近
所
、
お
友
だ
ち
を
お
誘
い
あ
わ
せ
、
ぜ
ひ
温
泉
で
身
も

心
も
癒
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

土
柱
休
養
村
温
泉
　
蕁（
〇
八
八
三
）
三
五
―
四
七
九
五

金
清
温
泉
白
鳥
荘
　
蕁（
〇
八
八
三
）
三
六
―
五
六
七
八

▲土柱休養村温泉

▲金清温泉白鳥荘



　生活習慣は、一時的に改善しても元の生活に戻れば内臓脂肪
は再びたまってしまいます。生活習慣を改善した成果が目に見え
る形で出てくると、続けていこうという意識が高まってよい励みに
なります。 
　そこで、最も手軽でわかりやすいのが体重です。毎日体重を量り、
数日の推移がわかるような記録をつける方法はどうでしょうか？も
し、体重が増える日が何日か続くようであれば生活を見直します。
悪かった点をもう一度チェックして、再度改善していくようにします。 
　阿波・土成・吉野保健センターと市場支所２階の健康推進課に、
体重記録表「体重日記」を置いてあります。始めて見たい方は、い
つでも気軽に取りにお越しください。 

起床後、寝る前など条件を決めて、毎日同じ時間帯
に量りましょう。 
運動や食事の内容などの日常行動。 
血圧やウエスト周囲径、排便の状態などを書き込もう。 

体 重  
 
日 記  
体 調  

● 
 
● 
● 

体重日記をつけよう！ 

体重日記をつけてみませんか？ 

医療機関名 
賛広診療所 
森下医院 
重清内科外科 
村上医院 
西川内科クリニック 
林内科医院 
大闢皮膚科医院 
近藤医院 
阿波病院 
吉川医院 
中山医院 
水谷クリニック 

電話番号 
0883－35－2107 
0883－35－5656 
0883－35－6010 
0883－35－6410 
0883－35－8080 
0883－35－6226 
0883－35－6468 
0883－36－2011 
0883－36－5151 
088－696－2214 
088－696－4662 
088－696－5507

※変更になる場合があります。当番医
あるいは、中央広域連合中消防署
蕁088－695－2149でご確認ください。 

休日夜間 
救急当番医 
休日夜間 
救急当番医 
休日夜間 
救急当番医 

当番医連絡先 当番医連絡先 当番医連絡先 

●保健事業のお問い合わせは 
　阿波市健康福祉部 健康推進課　TEL.0883－36－6815

生活習慣改善のコツ 

1日貉 
2日貅 
3日貊 
4日貍 
5日豸 
6日豺 
7日貂 
8日貉 
9日貅 
10日貊 
11日貍 
12日豸 
13日豺 
14日貂 
15日貉 
16日貅 
17日貊 
18日貍 
19日豸 
20日豺 
21日貂 
22日貉 
23日貅 
24日貊 
25日貍 
26日豸 
27日豺 
28日貂 
29日貉 
30日貅 
31日貊 

阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
吉川医院 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
森下医院 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
村上医院 
阿波病院（内科のみ） 
大闢皮膚科医院 
水谷クリニック 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
林内科医院 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
西川内科クリニック 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
中山医院 
阿波病院（内科のみ） 
賛広診療所 
重清内科外科 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
阿波病院（内科のみ） 
近藤医院 

3月の健康だより 3月の健康だより 
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献　　血 

日 

13日豺 

〃 

〃 

〃 

採血時間 

  9：00～10：30 

11：00～12：00 

13：30～15：00 

15：30～16：30

献血場所 

阿波市市場支所 

阿波郡東部農協本所 

市場町農協 

阿波郡東部農協大俣支所 

　毎日子どもをしかってばかりいると、何のためにしかっているのか、分からなくなることはありませんか？育児の目

標は、子どもが社会に出た時、子ども自身が生きやすく、社会のルールを守れる人間に育てることにあります。それ

には「しつけ」が必要で、この過程で「しかる」ということが必要になります。 

　上手なしかり方は、しかられていることをきちんと子どもに分からせることです。メリハリをきかせて、き然とした

態度をとりましょう。 

①兄弟げんかは、兄弟の年齢差が大きかったり、乱暴がひどいときは関わるように

しますが、それ以外の時は、解決の仕方は子どもにまかせましょう。 

②感情のおもむくままにしかったり、しかった後ですぐ許してしまったり、しかり方

に一貫性がないと子どもは混乱します。一貫した態度を取りましょう。 

③「死んでしまえ」「あんたなんで大嫌い」など子どもの存在を否定する言葉を絶

対言ってはいけません。あやまちや失敗に対して注意することが大切です。 

しかり上手は子育て上手  －時々立ち止まって考えてみましょう－ 

休日夜間 
救急当番医 
休日夜間 
救急当番医 

当番医連絡先 当番医連絡先 

母子・乳児健診／相談 

日 

2日貅
 

 

〃 

7日貂 

9日貅
 

 

10日貊 

14日貂 

17日貊 

22日貉 

23日貅 

 
28日貂 

受付時間 

13：00～13：15
 

 

13：15～13：30 

12：40～13：00 

13：30～14：00
 

 

12：30～13：00 

12：40～13：00 

12：40～13：00 

12：40～13：00 

13：30～14：00 

 
12：40～13：00

事業名 

股関節脱臼検診 

離乳食講習会 

　　  〃 

3歳児健診 

乳幼児相談・育児教室 

“劇あそびをしよう” 

パパママクラス 

乳児健診 

2歳児健診 

乳児健診 

乳幼児相談・育児教室 

“カレンダーを作ろう” 

1歳6か月児健診 

会場 

市場C
 

 

土成H 

土成H 

土成H 
 

阿波H 

吉野H 

吉野H 

阿波H 

市場C
 

 

市場C

予　防　接　種 

日 

8日貉 

受付時間 

13：00～13：30

事業名 

BCG

会場 

吉野H

※健康相談は、お気軽に時間内においでください。 
※各種教室は、定員が限られておりますので、事前にお問い
合わせください。 

各種健康づくり教室 

日 

2日貅 

7日貂 

16日貅 

28日貂 

時　　間 

13：30～15：30 

13：30～15：00 

13：30～15：00 

13：30～15：00

事業名 

リフレッシュ講習 

健康リズム体操 

いきいき遊びりテーション 

健康リズム体操 

会場 

阿波H 

市場C 

土成H 

阿波H

健康happy相談 

日 

9日貅 

13日豺 

14日貂 

24日貊 

受付時間 

13：30～15：00 

10：00～11：30 

13：30～15：00 

13：30～15：00

事業名 

健康相談 

健康相談 

健康相談 

健康相談 

会場 

阿波H 

吉野H 

土成H 

市場C

※会場のHは保健センター、Cはコミュニティセンターの略です。 

3月の健康だより 3月の健康だより 3月の健康だより 

しかり方のコツ 
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三
月
春
弥
生
。
春
の
足
音
と
と

も
に
卒
業
シ
ー
ズ
ン
到
来
で
す
。

卒
業
に
は
皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
違
っ

た
想
い
や
形
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
良
き
思
い
出
ま
た
そ
う
で
な

い
思
い
出
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
そ

の
思
い
出
を
ス
テ
ッ
プ
に
、
新
た

な
ス
タ
ー
ト
に
お
お
き
な
夢
を
も

ち
、
卒
業
を
迎
え
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト

に
幸
多
き
こ
と
を
願
い
ま
す
。

編
集
室
で
は
、
皆
様
か
ら
の
ご

意
見
ご
感
想
、
身
近
な
情
報
を
お

待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
室 

資源保護のためリサイクルしやすい 
大豆油インクを使用しています。 

阿波市のうごき 
■平成18年1月末日現在人口（住民基本台帳によるもの） 
　　男 ： 20,598人（△45） 
　　女 ： 22,263人（△34） 
　　計 ： 42,861人（△79） 
■世帯 ： 13,990戸（＋12） 
■出生 ： 24人（＋4） 
■死亡 ： 61人（＋21） 
■面積 ： 190.97裄 

平均年齢 
46.2歳 

阿波市 

（　）内は前月比 

？

？
？

今月行われる阿波市議会議員一般選挙の投票日
は①？日。また、議員の定数は②？人でしょう
か。①②？の数字は。
正解は、本紙のどこかにあるよ！
本紙をよーく見てね。
はがきにクイズの答とあなたの住所・氏名・年
齢・電話番号を明記し、また、広報へのご意
見・ご感想をお書きいただきご応募ください。
正解者の中から、抽選で5名の方に図書カード
があたります。
〒771－1792 徳島県阿波市東原173番地
阿波市役所広報クイズ係　宛
3月14日貂必着

問　　題：

ヒ ン ト：

応募方法：

応 募 先：

締め切り：

※当選者の発表は、翌月の広報阿波に掲載いたします。
多数の方のご応募、お待ちしています。
2月号のクイズの正解は①41,080人②547人でし

た。正解者の中から抽選で、梶本千昌さん（西条）・原田政
江さん（吉田）・松永重之さん（大北）・吉田英子さん（西
林）・村井恵子さん（中山）5名の方が当選されました。お
めでとうございます。

広報クイズ 正解者5名に、
図書カードがあたるよ！

第
一
回
阿
波
市
民
マ
ラ
ソ
ン

（
二
月
十
九
日
開
催
）
に
、
長

距
離
ラ
ン
ナ
ー
と
し
て
国
際
的

に
活
躍
さ
れ
た
真
木
和
、
鈴
木

博
美
両
選
手
を
招
待
し
、
と
も

に
快
走
さ
れ
コ
ー
ス
途
中
に
く

じ
け
そ
う
な
マ
ラ
ソ
ン
参
加
者

を
激
励
い
た
だ
き
ま
し
た
。

話
題
ひ
ろ
ば 

＊
市
民
マ
ラ
ソ
ン
招
待
選
手

阿波市では、市が保有する個人情報の保護・取扱いに関し必要な
事項を定めた「阿波市個人情報保護条例」を制定しました。
この条例は、個人情報の適正な取り扱いの確保に関する事項を定

めるとともに、実施機関が保有する市民の自己に関する個人情報の
開示・訂正等の請求権を明らかにし、個人の権利利益の保護及び市
民に信頼される市政の適正な運営に資することを目的としています。

阿波市緑化推進事業 阿波市緑化推進事業 阿波市緑化推進事業 
阿
波
市
で
は
、『
花
で
ま
ち
を
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
！
』

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
し
て
、
春
ま
き
種
子
を
配
布
し
ま

す
。
阿
波
市
の
緑
化
推
進
を
呼
び
か
け
、
市
民
一
人

ひ
と
り
が
緑
に
親
し
み
、
緑
を
育
て
て
い
く
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う
。
花
づ
く
り
を
ご
家
族
で
楽
し
ん
で

く
だ
さ
い
。

＊なお、種子については広報阿波3月号と一緒に配
布しております。万が一広報紙の間に入っていな
い場合はお申し出ください。（阿波市内のみ）

【申し出先】
阿波市まちづくり推進課 蕁（0883）35－4112

「
徳
島
県
遺
跡
地
図
」
刊
行

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

に
「
徳
島
県
遺
跡
地
図
」
が
刊

行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
地
図
に
は
文
化
財
保
護

法
で
規
定
さ
れ
た
「
周
知
の
埋

蔵
文
化
財
包
蔵
地
」（
遺
跡)

が

記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
周
知
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」

内
で
土
木
工
事
等
を
行
う
場
合
、

事
前
に
文
化
財
保
護
法
に
基
づ

く
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
工
事
予
定
地
が
「
周
知
の

埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
」
で
あ
る

か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
教
育

委
員
会
体
育
文
化
振
興
課
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

教
育
委
員
会
体
育
文
化
振
興
課

蕁（
〇
八
八
）六
九
六
―
三
九
六
九

「阿波市個人情報保護条例」4月1日施行


